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主な内容

　さまざまな機体を見上げる高校生たち。ガイドの説明を熱心に
聴きました。（7月22日・「ボーイング社エバレット工場に行くア
メリカツアー」で。31ページに関連記事）

飛行機の歴史を学ぶ



不 足 が 見 込 ま れ る

介 護 人 材 市 の 状 況 は自 主 防 災 組 織 の 結 成 で

高 ま る 地 域 防 災 力

行 政 資 料 室 で

各 種 資 料 を 閲 覧

行 政 資 料 室 で 各 種 資 料 を 閲 覧

提供：dpa/時事通信フォト
高得点を記録した鉄棒

提供：時事
ダイナミックな跳馬の演技

提供：EPA＝時事
チームメイトと喜びを分かち合う

提供：AFP＝時事

日本時間7月27日～8月12日に開催されたパリオリンピックに
本市出身の橋

はし
本
もと
大
だい
輝
き
選手が出場し、男子体操・団体で金メダル

を獲得しました。東京オリンピックの個人総合・種目別鉄棒で
の快挙に続き、2大会連続での栄光を手にしました。

2大会連
続で栄光

をつかむ
!

橋本大
輝選手

2
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不 足 が 見 込 ま れ る

介 護 人 材

自 主 防 災 組 織 の 結 成 で

高 ま る 地 域 防 災 力

災 害 時 の 避 難 行 動

提供：AFP＝時事
エッフェル塔前のチャンピオンズパークで

パブリックビューイング

成田から一体になって応援
　7月30日の団体決勝と8月1日の個人総合決勝では、成
田HUMAXシネマズでパブリックビューイングを実施。大
勢の人が集まり、一体になって成田から声援を送りました。

広報なりた 2024.9.1広報なりた 2024.9.13
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応
募
方
法
＝
9
月
27
日
㈮（
当
日
消
印

有
効
）ま
で
に
、
は
が
き
で
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
同
行
者
の
氏
名（
1

人
ま
で
）・
市
外
在
住
の
人
は
勤
務

先
ま
た
は
学
校
名
を
企
画
政
策
課

（
〒
2
8
6
‐
8
5
8
5 

花
崎
町
7 

6 

0
）へ
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
も
申
し
込
め

ま
す
。
抽
選
結
果
は
10
月
中
旬
ま
で

に
通
知
し
ま
す（
応
募
は
1
人
1
口

ま
で
）

※
く
わ
し
く
は
成
田
市
制
施
行
70
周
年

記
念
事
業
実
行
委
員
会
事
務
局（
企

画
政
策
課
・
☎
20
‐
1
5
0
0
）へ
。

ン
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

　
式
典
の
様
子
は
ラ
イ

ブ
配
信
し
ま
す
。
詳
細

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
11
月
2
日
㈯ 
午
前
10
時
か
ら

会
場
＝
国
際
文
化
会
館

定
員
＝
1
5
0
人（
応
募
者
多
数
は
抽

選
）

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
の

記
念
式
典

　
こ
の
10
年
間
で
、
本
市
の
知
名
度
を

向
上
さ
せ
る
な
ど
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
大
き
く
貢
献
し
た
人
を
「
地
域
貢
献

特
別
表
彰
者
」
と
し
て
表
彰
し
ま
す
。

ま
た
、
表
彰
を
受
け
た
人
に
よ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
市
制
施
行
70
周
年
特

別
応
援
大
使
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

　本市出身や本市と深い関わりがあり、各
界で幅広く活躍している人々18人に「成田
市制施行70周年特別応援大使」に就任して
もらっています。
　パリオリンピックでの活躍が記憶に新し
い体操の橋

はし
本
もと

大
だい

輝
き

選手や、映画監督のY
ゆ う き
uki 

S
さ い と う
aitoさん、千葉ロッテマリーンズで活躍

する唐
から

川
かわ

侑
ゆう

己
き

選手など、特別応援大使の皆
さんに、記念事業や本市のPRに協力しても
らうことで、70周年の節目をさらに盛り上
げています。
　特別応援大使の詳細につ
いては市ホームページで確
認してください。

　市では、令和6年1月から、さまざまな記念事業を実
施してきました。3月には日本を代表するオーケスト
ラ「NHK交響楽団」による成田公演、同月末にはJR成田
駅前でのイルミネーション点灯式を行いました。4月
には「第82期将棋名人戦」「成田山車まつり」と、いずれ
も10年ぶりとなる催しで、大いに盛り上がりました。

　また、2月からはANAで、6月からはPeachで、市制
施行70周年をお祝いするデザインが施された特別デ
カール機が運航されています。
　記念事業は12月まで開催していきま
す。詳細は広報なりたや市ホームページ
でお知らせします。

令
和
6
年
3
月
31
日
、
本
市
は
市
制
施
行
70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の

節
目
の
年
を
祝
い
、
市
政
に
功
績
の
あ
っ
た
人
々
を
表
彰
す
る
た
め
、
11

月
2
日
㈯
に
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

不 足 が 見 込 ま れ る

介 護 人 材 市 の 状 況 は自 主 防 災 組 織 の 結 成 で

高 ま る 地 域 防 災 力

行 政 資 料 室 で

各 種 資 料 を 閲 覧

行 政 資 料 室 で 各 種 資 料 を 閲 覧

60周年記念式典の様子

JR成田駅前が一大フォトスポットに 息詰まる攻防が繰り広げられた 市役所に山車・屋台18台が集結

これまでに実施した記念事業

節
目
を
祝
う
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催

市制施行70周年
特別応援大使

市ホームページ

市ホームページ

市
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典

市ホームページ
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主
な
内
容

伝
統
芸
能
公
演

　
今
年
は
市
制
施
行
70
周
年
を
記
念
し

て
、
台
湾
・
桃
園
市
の
「
敦ト
ン

青セ
イ

舞ぶ

踊よ
う

団だ
ん

」
と
島
根
県
の
「
石い

わ

見み

神
楽
」
が
出

演
し
ま
す
。

伝
統
芸
能
パ
レ
ー
ド

　
出
演
団
体
が
花
崎
町
〜
薬
師
堂
前
を

パ
レ
ー
ド
し
ま
す（
一
部
団
体
は
総
門

前
ま
で
）。

そ
の
ほ
か

　
表
参
道
で
は
成
田
祇
園
祭
の
山
車
・

屋
台
の
曳ひ

き
廻ま

わ

し
が
行
わ
れ
、
観
光

P
R
コ
ー
ナ
ー
で
は
筑
波
山
ガ
マ
の
油

売
り
口
上
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

9
月
14
日
・
15
日
の
交
通
規
制

時
間
＝
午
前
10
時
〜
午
後
9
時（
15
日

は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

区
間
＝
J
R
成
田
駅
〜
薬
師
堂
〜
成
田

山
門
前（
鍋
店
角
）〜
信
徒
会
館
、
薬

師
堂
〜
幸
町
三
差
路

※
く
わ
し
く
は
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

課（
☎
20
‐
1
5
4
0
）へ
。

阿
波
お
ど
り（
徳
島
県
）や
秋
田
竿
燈
ま
つ
り
、
盛
岡
さ
ん
さ
踊
り（
岩
手
県
）と
い
っ
た
伝
統
芸
能

団
体
が
多
彩
な
演
技
を
披
露
す
る
「
成
田
伝
統
芸
能
ま
つ
り
秋
の
陣
」
を
9
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

に
開
催
し
ま
す
。

不 足 が 見 込 ま れ る

介 護 人 材

自 主 防 災 組 織 の 結 成 で

高 ま る 地 域 防 災 力

災 害 時 の 避 難 行 動

平
和
都
市
宣
言
の
ま
ち

市
内
外
か
ら
多
彩
な
祭
り
が
集
ま
る

成
田
伝
統
芸
能
ま
つ
り
秋
の
陣

市
制
施
行
70
周
年
記
念

一糸乱れぬ「阿波おどり」 迫力満点の「秋田竿燈まつり」 台湾から「敦青舞踊団」が参加

イオンモール成田協賛
総門前広場ステージ

なごみの米屋協賛
上町ステージ

JAPAN AIRLINES協賛
花崎町ステージ

なごみの米屋
スカイタウンホール

9
月
14
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

11:30 出陣式
12:00

第
一
部

12：00～13：30
台湾伝統芸能
盛岡さんさ踊り
阿波おどり

第
一
部

12：00～14：00
北辺田の獅子舞
秋田西馬音内盆踊り
佐倉囃子
白桝粉屋おどり

第
一
部

12：00～13：45
仙台すずめ踊り
沖縄伝統エイサー
成田のおどり花見
おらんだ楽隊

第
一
部

12：00～13：30
赤坂芸者
奄美の島唄
山鹿灯籠踊り

13:00

休憩 休憩
第
二
部

13：45～14：15
秋田竿燈まつり

休憩
第
二
部

13：45～14：45
仙台すずめ踊り
奄美の島唄

14:00
成田祇園祭踊り合わせ

第
二
部

14：00～15：30
山形花笠踊り
銚子はね太鼓
盛岡さんさ踊り

休憩

第
三
部

14：30～16：00
赤坂芸者
阿波おどり
石見神楽

休憩
15:00 第

二
部

15：00～16：00
天真正伝香取神道流
東金ばやし

第
三
部

15：00～16：00
山鹿灯籠踊り
台湾伝統芸能休憩

16:00 16：00～18：00
伝統芸能パレード

18:00

夜
舞
台

18：30～20：00
台湾伝統芸能
山鹿灯籠踊り
石見神楽

9
月
15
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

11:00 第
一
部

11：00～12：00
秋田竿燈まつり
阿波おどり

第
一
部

11：00～12：30
仙台すずめ踊り
天真正伝香取神道流
白桝粉屋おどり

第
一
部

11：00～13：00
盛岡さんさ踊り
台湾伝統芸能
沖縄伝統エイサー
山形花笠踊り

第
一
部

11：00～12：30
山鹿灯籠踊り
佐倉囃子
奄美の島唄12:00 休憩

第
二
部

12：30～14：00
銚子はね太鼓
阿波おどり
盛岡さんさ踊り

休憩 休憩

第
二
部

12：45～13：45
久能獅子舞
秋田西馬音内盆踊り

第
二
部

12：45～13：15
伊能歌舞伎13:00 休憩

第
二
部

13：15～14：45
山鹿灯籠踊り
台方麻賀多神社獅
子舞
山形花笠踊り

休憩
第
三
部

13：30～14：30
成田のおどり花見
佐倉囃子

休憩
14:00 休憩 成田祇園祭踊り合わせ

第
三
部

14：30～16：00
仙台すずめ踊り
奄美の島唄
台湾伝統芸能

休憩
休憩 第

四
部

14：45～15：45
門
もん
戸
ど
竜
りゅう
二
じ
一門15:00 第

三
部

15：00～16：00
天真正伝香取神道流
沖縄伝統エイサー

第
三
部

15：00～16：00
銚子はね太鼓
成田のおどり花見

休憩 第
二
部

13：45～14：45
仙台すずめ踊り
奄美の島唄

休憩

広報なりた 2024.9.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です広報なりた 2024.9.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です5
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不 足 が 見 込 ま れ る

介 護 人 材 市 の 状 況 は自 主 防 災 組 織 の 結 成 で

高 ま る 地 域 防 災 力

行 政 資 料 室 で

各 種 資 料 を 閲 覧

行 政 資 料 室 で 各 種 資 料 を 閲 覧

万
全
で
す
か
？
災
害
へ
の
備
え

災
害
に
対
す
る
備
え

　
災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
迅
速
・
安
全
に
避
難

す
る
た
め
に
、
日
頃
か
ら
次
の
よ
う
な

準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◦
非
常
食
・
水
・
常
備
薬（
各
3
〜
7

日
分
）、
懐
中
電
灯
、
モ
バ
イ
ル

バ
ッ
テ
リ
ー
、
消
毒
液
、
体
温
計
、

歩
き
や
す
い
靴
な
ど
を
備
え
る

◦
レ
ト
ル
ト
食
品
や
缶
詰
な
ど
の
食
料

品
を
多
め
に
買
っ
て
お
き
、
賞
味
期

限
が
近
い
物
か
ら
順
に
使
っ
た
後
、

そ
の
分
を
補
充
す
る

◦
避
難
場
所
ま
で
の
経
路
を
確
認
す
る

◦
家
族
な
ど
と
災
害
発
生
時
の
安
否
確

認
の
方
法
や
集
合
場
所
を
話
し
合
う

◦
携
帯
ラ
ジ
オ
や
地
図
を
持
ち
歩
く

災
害
時
帰
宅
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
左
下
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
っ
て
あ
る

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
な
ど
で
は
、
可
能
な
範
囲
で

水
道
水
・
ト
イ

レ
・
交
通
情
報
な

ど
の
提
供
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
帰
宅
経
路
上

に
な
い
か
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

自
宅
の
災
害
リ
ス
ク
を
確
認

　
自
宅
が
災
害
危
険

区
域
に
当
た
る
か
ど

う
か
を
、
各
家
庭
に

配
布
し
た
防
災
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
、

な
り
た
地
図
情
報
な

ど
で
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

災
害
時
の
避
難
行
動

震
災

　
地
震
発
生
時
に
は
次
の
こ
と
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

◦
棚
な
ど
の
家
具
類
か
ら
離
れ
た
り
、

机
の
下
に
隠
れ
た
り
し
て
身
を
守
る

◦
揺
れ
が
収
ま
っ
た
ら
、
台
所
や
ス

ト
ー
ブ
な
ど
の
火
元
を
確
認
す
る
。

避
難
す
る
時
は
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
り
、

ガ
ス
の
元
栓
を
閉
じ
る

◦
職
場
や
集
客
施
設
な
ど
が
安
全
な
場

合
は
、
そ
の
場
に
と
ど
ま
る

◦
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
家
族

の
安
否
を
確
か
め
る

◦
交
通
・
被
害
情
報
な
ど
を
入
手
す
る

　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
す
る
と
、
公

共
交
通
機
関
が
運
行
を
停
止
し
、
帰
宅

が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
多
く
の
人
が
一
斉
に
徒
歩
で
帰
宅
を

始
め
る
と
、
火
災
や
落
下
物
な
ど
に
よ

り
負
傷
す
る
危
険
が
あ
る
ほ
か
、
救

助
・
救
急
活
動
の
妨
げ
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
地
震
発
生
時
に
は
、
む
や

み
に
移
動
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

土
砂
災
害

　
崖
崩
れ
に
よ
る
土
砂
は
、
斜
面
の
高

さ
の
2
倍
ま
た
は
50
メ
ー
ト
ル
離
れ
た

場
所
ま
で
届
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
前
兆
を
発
見
し
た
ら
、

崖
か
ら
離
れ
、
危
機
管
理
課（
☎
20
‐

1
5
2
3
、
夜
間
・
休
日
は
☎
22
‐
1 

1
1
1
）へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
斜
面
に
亀
裂
が
で
き
る

◦
小
石
が
斜
面
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る

◦
斜
面
か
ら
地
鳴
り
が
聞
こ
え
る

◦
斜
面
か
ら
水
が
噴
き
出
す

◦
普
段
は
澄
ん
で
い
る
湧
き
水
が
濁
る

　
県
と
気
象
庁
で
は
、
大
雨
で
土
砂
災

害
の
危
険
度
が
高
ま
っ
た
場
合
に
、
土

砂
災
害
警
戒
情
報
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

特
に
崖
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
人
は
、

こ
の
情
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
直
ち
に
避

難
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。

浸
水
害

　
浸
水
害
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、

早
め
の
避
難
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
急
な
雨
や
浸
水
、
夜
間
で
避
難
す
る

こ
と
が
危
険
な
時
は
、
自
宅
の
2
階
な

ど
の
高
い
場
所
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

災
害
時
の
情
報
収
集

　
市
で
は
、
防
災
・
災
害
に
関
す
る
情

報
を
次
の
方
法
で
発
信
し
て
い
ま
す
。

9
月
1
日
は
防
災
の
日

関東大震災が発生した9月1日は「防災の日」と定められ、災害について再認識する日
とされています。元日に発生した能登半島地震では、最大震度7を観測し、甚大な被害
がもたらされました。災害はいつ起こるか分かりません。一人一人が災害についての認
識を深め、防災対策の見直しを行いましょう。

土砂にのまれる家屋･（令和6年能登半島地震）

防災
ハザードマップ

なりた地図情報
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不 足 が 見 込 ま れ る

介 護 人 材

自 主 防 災 組 織 の 結 成 で

高 ま る 地 域 防 災 力

災 害 時 の 避 難 行 動

平
和
都
市
宣
言
の
ま
ち

警戒レベル3
高齢者等避難

避難に時間のかかる高齢者や障がい
のある人は危険な場所から避難す
る。それ以外の人も避難の準備をす
る

警戒レベル4
避難指示

対象となる地域の人は、速やかに危
険な場所から全員避難する

警戒レベル5
緊急安全確保

すでに災害が発生、または発生直前
で、安全な避難ができず命が危険な
状況であるため、直ちに身の安全を
確保する

　風水害時に住民が適切な行動を取れるよう、避難情報などを5段階の警戒レベルで発表・発令します。ただし、警
戒レベル5「緊急安全確保」は市町村が災害の状況を確実に把握できるものではないなどの理由から、必ず発令される
情報ではありません。警戒レベル4「避難指示」が発令された時点で、危険な場所から必ず避難しましょう。

警戒レベルに基づいて避難行動を

防
災
行
政
無
線

　
防
災
情
報
を
い
ち
早
く
、
ま
た
一
斉

に
伝
え
る
た
め
、
防
災
行
政
無
線
で
放

送
を
行
い
ま
す
。

　
防
災
行
政
無
線
は
、

気
象
条
件
や
生
活
環

境
な
ど
に
よ
り
、
聞
き

取
り
に
く
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
聞
き
逃

し
た
時
は
防
災
行
政
無

線
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

（
1
0
1
2
0
‐
38
‐
3 

8
9
8
）や
、
防
災
情
報
X
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

な
り
た
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

　
事
前
に
登
録
し
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

へ
防
災
情
報
を
配
信
し
ま
す
。

　
外
出
先
で
も
重
要
な
情
報
を
逃
さ
ず

入
手
で
き
ま
す
。

配
信
さ
れ
る
情
報（
選
択
可
）＝
防
災
情

報
、
防
犯
・
安
全
情
報
、
大
気
に
関

す
る
情
報
、
消
防
情
報
、
防
災
行
政

無
線
の
配
信
内
容

対
応
言
語
＝
日
本
語
、
英
語
、
韓
国
語
、

中
国
語（
簡
体
字
・
繁
体
字
）、
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
タ
ガ
ロ

グ
語
、
タ
イ
語

登
録
方
法

　
下
の
Q
R
コ
ー
ド

を
読
み
取
る
か
「
な

り
た
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
」
登
録
用

ア
ド
レ
ス（t-narita@

sg-p.jp

）に
空

メ
ー
ル
を
送
信
し
、
返
信
さ
れ
る
案
内

に
従
い
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

避
難
所
の
場
所
と
種
類

　
市
が
指
定
す
る
避
難
先
に
は
「
指
定

緊
急
避
難
場
所
」「
指
定
避
難
所
」「
早
期

開
設
避
難
所
」
の
3
つ
が
あ
り
ま
す
。

指
定
緊
急
避
難
場
所

　
災
害
の
危
険
か
ら
緊
急
的
に
避
難
し
、

身
の
安
全
を
守
る
た
め
の
場
所
で
、
主

に
小
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
、
災

害
の
種
類
別（
洪
水
・
地
震
・
大
規
模

な
火
事
な
ど
）に
指
定
し
て
い
ま
す
。

指
定
避
難
所

　
災
害
の
危
険
性
が
な
く
な
る
ま
で
避

難
す
る
場
合
や
、
自
宅
が
被
災
し
て
戻

れ
な
く
な
っ
た
場
合
な
ど
に
滞
在
す
る

た
め
の
施
設
で
、
主
に
小
中
学
校
の
体

育
館
な
ど
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　
避
難
の
対
象
者
は
次
の
よ
う
な
人
で

す
。

◦
災
害
で
住
居
を
失
っ
た
人

◦
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
被
害
に
よ
り
自
宅

で
の
生
活
が
著
し
く
困
難
な
人

◦
避
難
指
示
な
ど
に
よ
り
緊
急
避
難
の

必
要
が
あ
る
人

早
期
開
設
避
難
所

　
災
害
な
ど
の
警
戒
時
に
、
早
期
の
避

難
を
希
望
す
る
人
が
一
時
的
に
滞
在
す

る
施
設
と
し
て
、
地
区
ご
と
に
開
設
さ

れ
ま
す
。

開
設
す
る
施
設
一
覧

◦
成
田
地
区
…
成
田
小
学
校

◦
公
津
地
区
…
公
津
小
学
校

◦
八
生
地
区
…
八
生
小
学
校

◦
中
郷
地
区
…
中
郷
ふ
る
さ
と
交
流
館

◦
久
住
地
区
…
久
住
体
育
館

◦
豊
住
地
区
…
豊
住
ふ
れ
あ
い
健
康
館

◦
遠
山
地
区
…
三
里
塚
小
学
校

◦
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
…
中
央
公
民
館

◦
下
総
地
区
…
下
総
み
ど
り
学
園

◦
大
栄
地
区
…
大
栄
公
民
館

自
主
防
災
組
織
の
結
成
を

　
災
害
発
生
直
後
は
、
公
的
機
関
に
よ

る
支
援（
公
助
）に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る（
自
助
）と
い

う
考
え
方
に
加
え
、
地
域
住
民
同
士
で

助
け
合
う
こ
と（
共
助
）に
よ
っ
て
、
被

害
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
市
で
は
、
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
自

分
た
ち
の
地
域
を
守
る
「
自
主
防
災
組

織
」
の
結
成
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
市
内
で
は
、
区
・
自
治
会
・
町
内

会
な
ど
を
単
位
と
し
た
1
4
0
の
自
主

防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
、
日
頃
か
ら
避

難
訓
練
や
救
出
訓
練
な
ど
の
防
災
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
だ
結
成
さ
れ
て
い
な
い
区
や
自
治

会
な
ど
は
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を

検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
危
機
管
理
課（
☎
20
‐

1
5
2
3
）へ
。

なりたメール
配信サービス 防災情報X市ホームページ
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認
知
症
を
理
解
し
て

地
域
共
生
社
会
を
実
現

　
市
で
は
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め

の
施
策
を
推
進
す
る
と
同
時
に
、
認
知

症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
日
常
生
活
を
過
ご
す
こ
と
の
で

き
る
ま
ち
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現

に
向
け
て
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

な
り
た
オ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
に
合
わ

せ
て
、
認
知
症
に
関
す
る
啓
発
活
動
を

行
う
「
な
り
た
オ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
実
施
し
ま
す
。
期
間
中
は
、
市

内
事
業
者
や
空
港
関
連
企
業
、
成
田
市

認
知
症
家
族
の
会（
オ
ア
シ
ス
の
会
）な

ど
と
協
働
し
て
、
認
知
症
へ
の
理
解
を

広
く
呼
び
掛
け
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
役
所
1
階
に
啓
発
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
す
る
ほ
か
、
職
員
が
認
知

症
の
人
を
支
援
す
る
た
め
の
象
徴
的
な

色
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
色
を
身
に
着
け
て
、

啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
認
知
症
に
関
す
る
講
座
や
講

演
会
の
ほ
か
、
認
知
症
V
R
体
験
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
9
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰
に

開
催
す
る
「
成
田
伝
統
芸
能
ま
つ
り
秋

の
陣
」
で
は
、
健
康
測
定
や
認
知
症
に

関
す
る
相
談
な
ど
が
で
き
る
ブ
ー
ス
を

出
展
し
ま
す
。
な
り
た

オ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま

す
。そ

の
ほ
か
の
取
り
組
み

介
護
予
防
教
室
「
人
生
カ
ッ
コ
よ
く
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
認
知
症
を
は
じ
め
、
フ
レ
イ
ル（
虚

弱
）や
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
運
動
器
症
候
群
）を
予
防
す
る
、
認
知

症
専
門
医
の
監
修
に
よ
る
総
合
的
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
た
脳
ト
レ
の
ほ

か
、
美
術
な
ど
の
創
作
活
動
と
い
っ
た

幅
広
い
内
容
を
行
い
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
知
識
と
理

解
を
広
げ
る
た
め
の
講
座
で
す
。

　
対
象
は
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
で
、

企
業
や
団
体
向
け
に
も
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
受
講
者
に
は
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
証
と
し
て
「
オ
レ
ン
ジ
リ

ン
グ
」
を
交
付
し
ま
す
。

「
麒き

麟り
ん

模
様
の
馬
を
見
た
」
原
画
展

　
幻
視
や
睡
眠
の
乱
れ
、
手
足
の
震
え

と
い
っ
た
症
状
が
出
る
レ
ビ
ー
小
体
型

認
知
症
当
事
者
の
三み
つ

橋は
し

昭あ
き
ら

さ
ん
が
見

た
幻
視
を
自
ら
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
の
原

画
展
を
開
催
し
ま
す
。

期
間
＝
9
月
30
日
㈪
ま
で

会
場
＝
市
役
所
1
階
市
民
ロ
ビ
ー

※
く
わ
し
く
は
介
護
保
険
課（
☎
20
‐

1
5
4
5
）へ
。

認
知
症
へ
の
理
解
を
広
め
支
え
合
う
ま
ち
に

な
り
た
オ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

毎
年
9
月
は
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
」、
9
月
21
日
は
「
世

界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」
で
す
。
市
で
は
、
こ
の
期
間
に
「
な
り

た
オ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
、
認
知
症
に
関
す
る
啓
発

に
取
り
組
み
ま
す
。

市役所1階の啓発コーナー

JR成田駅前で啓発物を配布

不 足 が 見 込 ま れ る

介 護 人 材

自 主 防 災 組 織 の 結 成 で

高 ま る 地 域 防 災 力

行 政 資 料 室 で

各 種 資 料 を 閲 覧

行 政 資 料 室 で 各 種 資 料 を 閲 覧認 知 症 を 理 解 し て

地 域 共 生 世 界 を 実 現 市 の 状 況 は

市ホームページ
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不 足 が 見 込 ま れ る

介 護 人 材

自 主 防 災 組 織 の 結 成 で

高 ま る 地 域 防 災 力

災 害 時 の 避 難 行 動

平
和
都
市
宣
言
の
ま
ち

認 知 症 を 理 解 し て

地 域 共 生 世 界 を 実 現

多
く
の
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す

　
国
の
統
計
に
よ
る
と
、
令
和
5
年
の

全
国
の
自
殺
者
数
は
2
万
1
、
8
3
7

人
で
、
本
市
で
も
毎
年
20
人
前
後
の
尊

い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
殺
の
原
因
は
健
康
の
問
題
や
経
済

的
な
問
題
、
家
庭
・
職
場
で
の
問
題
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
自
殺
す
る
人
の

多
く
は
、
一
人
で
は
解
決
で
き
な
い
悩

み
を
抱
え
て
、
う
つ
状
態
に
陥
り
正
し

い
判
断
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

心
の
健
康
状
態
を

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う

　
心
の
病
気
に
陥
る
原
因
と
し
て
、
ス

ト
レ
ス
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ス
ト
レ
ス

は
、
外
部
か
ら
刺
激
を
受
け
た
時
に
生

じ
る
緊
張
状
態
の
こ
と
で
す
。
就
職
や

結
婚
・
出
産
と
い
っ
た
喜
ば
し
い
出
来

事
も
、
ス
ト
レ
ス
の
原
因
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
一
時
的
に
体
調

を
崩
し
た
り
、
気
持
ち
が
不
安
定
に

な
っ
た
り
す
る
こ
と
は
誰
に
で
も
あ
る

こ
と
で
す
。

　
し
か
し
、
つ
ら
く
て
食
欲
が
な
い
、

気
持
ち
が
落
ち
着
か
ず
眠
れ
な
い
な
ど

の
サ
イ
ン
が
出
て
い
な
が
ら
、
ス
ト
レ

ス
が
か
か
り
続
け
る
と
、
心
と
体
が
悲

鳴
を
上
げ
て
、
や
が
て
心
の
病
気
に
か

か
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
つ
ら
い
気
持
ち
が
続
い
て
い
た
ら
、

無
理
を
せ
ず
、
早
め
に
周
囲
の
人
や
精

神
科
・
心
療
内
科
な
ど
の
医
療
機
関
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

オ
ン
ラ
イ
ン
メ
ン
タ
ル
へ
ル
ス
ケ
ア

KコO
KコO
RロO
BボO

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら

ス
ト
レ
ス
な
ど
の
心
の

状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き

ま
す
。
利
用
料
は
無
料

で
す
が
、
通
信
料
は
か

か
り
ま
す
。

あ
な
た
も
今
日
か
ら

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
自
殺
の
危

険
が
あ
る
人
に
気
付
き
、
話
を
聴
い
て
、

必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
、
見
守
る
こ
と

の
で
き
る
人
の
こ
と
で
、
特
別
な
能
力

や
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
声
を
掛
け
、
話
を
じ
っ
く
り
聴
く
こ

と
で
、
悩
ん
で
い
る
人
を
安
心
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
誰
に
も
相
談
で
き

ず
に
い
る
人
の
場
合
、
周
囲
の
人
の
優

し
い
一
言
が
悩
み
を
打
ち
明
け
る
き
っ

か
け
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
を

進
ん
で
行
い
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と

な
っ
て
尊
い
命
を
救
い
ま
し
ょ
う
。

※
く
わ
し
く
は
健
康
増
進
課（
☎
27
‐

1
1
1
1
）へ
。

命
の
尊
さ
を
考
え
よ
う

自
殺
予
防
週
間

健康増進課
　保健師による電話・対面相談です。精神科医・カウン
セラーによる予約制の対面相談も月2回実施しています。
日時＝月〜金曜日（祝日を除く） 午前8時30分〜午後5時

15分
会場＝保健福祉館
電話番号＝27-1111
成田市医療相談ほっとライン
　健康・医療・介護・育児・メンタルヘルスなどの専門
知識を持ったスタッフに相談できます。
日時＝24時間年中無休
電話番号＝10120-24-1130
FAX＝10120-965-317（言語・聴覚障がいのある人専用）
千葉いのちの電話
　仕事・家庭・対人関係などの相談ができます。
日時＝24時間年中無休
電話番号＝043-227-3900、10120-783-556（毎月10日

のみ）

つらい気持ちが続いていたら、一人で悩まず、早めに誰かに相談しましょう。下記の相談機関は無料で相談できます。

印旛保健所（印旛健康福祉センター）地域福祉課
　DVや障がいのある人への差別などの相談ができます。
日時＝月〜金曜日（祝日を除く） 午前9時〜午後5時
電話番号＝043-483-1133
県こころセンター
　ひきこもりに関する相談や、アルコール・薬物・ギャ
ンブルなどの依存症に関する相談ができます。
日時＝月〜金曜日（祝日を除く） 午前9時30分〜午後4時

30分
電話番号＝043-307-3812（ひきこもり相談）、043-30 

7-3781（依存症相談）
千葉県いのち支えるSNS相談
　LINEを使って相談ができます。
期日＝令和7年3月31日までの水・土・日

曜日（9月10日〜16日は毎日。3月は月
曜日も可）
時間＝午後2時〜9時30分（相談時間外は、こころの健康

相談統一ダイヤル（☎0570-064-556）へ）

9
月
10
日
〜
16
日
は
自
殺
予
防
週
間
で
す
。
市
で
は
、「
い
の
ち
支
え
る
成
田
市
自
殺
対
策
計
画
」
を

新
た
に
策
定
し
、
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
成
田
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
自
分
と
大
切
な
人
の
た
め
に
命
の
尊
さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

あなたの「つらい」を相談してみませんか？

千葉県いのち
支えるSNS相談

KOKOROBO
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命
を
救
う
た
め
に

迅
速
な
応
急
手
当
て
を

　
突
然
目
の
前
で
人
が
倒
れ
た
時
、
皆

さ
ん
は
何
が
で
き
ま
す
か
。

　
応
急
手
当
て
が
何
も
さ
れ
な
か
っ
た

場
合
、
心
肺
停
止
か
ら
10
分
で
生
存
率

は
10
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
救
急
車
の
到
着
ま
で
に

平
均
約
10
分
、
震
災
や
大
規
模
災
害
の

発
生
時
は
さ
ら
に
時
間
が
か
か
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
傷
病
者
が
命
の
危

機
に
直
面
し
た
時
、
現
場
に
居
合
わ
せ

た
人
が
ど
れ
だ
け
早
く
応
急
手
当
て
を

行
え
る
か
が
、
傷
病
者
の
救
命
や
社
会

復
帰
も
含
め
た
今
後
の
人
生
を
大
き
く

左
右
し
ま
す
。

心
肺
蘇
生
法
を

身
に
付
け
ま
し
ょ
う

　
市
で
は
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
心
肺
蘇
生
法
や

A
E
D
の
操
作
方
法
な
ど
を
身
に
付
け

て
も
ら
う
た
め
、
応
急
手
当
て
に
関
す

る
各
種
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
開
催
日
程
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
な
り

た
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

救
急
車
の
適
正
利
用
に

ご
協
力
を

　
令
和
5
年
の
救
急
車
の
出
動
件
数
は

8
、
6
1
9
件
で
、
こ
の
う
ち
救
急
搬

送
し
た
7
、
0
1
2
人
の
約
5
割
は
入

院
の
必
要
の
な
い
軽
症
者
で
し
た
。
緊

急
性
が
な
く
、
自
分
で
病
院
に
行
け
る

場
合
は
、
自
家
用
車
や
公
共
交
通
機
関

な
ど
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
救
急
車
を
呼
ぶ
か
ど
う
か
迷
っ
た
場

合
は
、
千
葉
県
救
急
安
心
電
話
相
談

「
＃
7
1
1
9
」、
こ
ど
も
急
病
電
話

相
談
「
＃
8
0
0
0
」
で
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、
全
国
版
救
急
受

診
ア
プ
リ
「
Q
助
」
で
症
状
の
緊
急
度

を
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
意
識
が
な
い
な
ど
、
急
い
で
病
院
へ

行
っ
た
方
が
良
い
と
思
っ
た
時
に
は
、

迷
わ
ず
1
1
9
番
通
報
を
し
て
く
だ
さ

い
。
慌
て
ず
、
落
ち
着
い
て
、
は
っ
き

り
と
次
の
こ
と
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

通
報
す
る
時
に
伝
え
る
内
容

◦
救
急
車
が
向
か
う
住
所（
市
区
町
村

名
か
ら
）

◦
年
齢
・
性
別

◦
け
が
や
病
気
、
意
識
の
有
無

◦
持
病
・
か
か
り
つ
け
医
療
機
関

◦
通
報
者
の
氏
名
・
電
話
番
号

※
く
わ
し
く
は
救
急
課（
☎
22
‐
1�

2�

7�

3
）へ
。

　市では、市民の皆さんに救急隊の活動
や応急手当ての重要性を身近に感じても
らうために「救急キャンペーン」を開催し
ます。
　AEDの使用や心肺蘇生法の体験、救
急車・救急資機材・ポスターの展示など
を行います。
日時＝9月7日㈯ 午前10時〜午後3時
会場＝イオンモール成田1階和み広場・

第4駐車場

9
月
9
日
は
「
救
急
の
日
」
。
9
月
8
日
㈰
〜
14
日
㈯
は
「
救
急
医

療
週
間
」
で
す
。
命
を
救
う
た
め
の
対
処
法
を
理
解
し
、
い
ざ
と
い

う
時
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

あなたの応急手当てが命を救う

胸骨圧迫を体験

不 足 が 見 込 ま れ る

介 護 人 材 市 の 状 況 は自 主 防 災 組 織 の 結 成 で

高 ま る 地 域 防 災 力

行 政 資 料 室 で

各 種 資 料 を 閲 覧

行 政 資 料 室 で 各 種 資 料 を 閲 覧

大
切
な
命
を
救
う
た
め
に

救
急
の
日
・
救
急
医
療
週
間

救急キャンペーン

市ホームページ
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不 足 が 見 込 ま れ る

介 護 人 材

自 主 防 災 組 織 の 結 成 で

高 ま る 地 域 防 災 力

災 害 時 の 避 難 行 動

平
和
都
市
宣
言
の
ま
ち

成
年
後
見
制
度
と
は

　
認
知
症
や
知
的
障
が
い
・
精
神
障
が

い
な
ど
に
よ
り
判
断
能
力
が
十
分
で
な

い
人
は
、
不
動
産
や
預
貯
金
な
ど
の
財

産
を
管
理
し
た
り
、
介
護
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の
契
約
を
結
ん
だ

り
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
不
利
益
な
契
約
で
あ
っ
て
も
、

よ
く
判
断
で
き
ず
に
契
約
を
結
ん
で
し

ま
う
な
ど
の
被
害
に
遭
う
恐
れ
も
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
人
を
保
護
す
る
た
め
に
、

支
援
者
や
家
庭
裁
判
所
が
選
任
し
た
人

な
ど
が
成
年
後
見
人
な
ど
と
な
り
、
本

人
に
代
わ
っ
て
財
産
や
権
利
を
守
る
の

が
成
年
後
見
制
度
で
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
制
度
を
必
要
と
す
る

人
が
必
要
な
時
に
利
用
で
き
る
よ
う
に

支
援
す
る
た
め
、
専
門
の
相
談
窓
口
と

し
て
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー（
市
役

所
議
会
棟
1
階
・
高
齢
者
福
祉
課
内
、

☎
20
‐
1
5
3
7
）を
設
置
し
て
い
ま

す
。

　
な
お
、
成
年
後
見
制
度
に
は
、
任
意

後
見
制
度
と
法
定
後
見
制
度
の
2
種
類

が
あ
り
ま
す
。

任
意
後
見
制
度

　
本
人
に
十
分
な
判
断
能
力
が
あ
る
う

ち
に
、
将
来
に
備
え
て
「
誰
に
」「
ど
の

よ
う
な
支
援
を
し
て
も
ら
う
か
」
を
あ

ら
か
じ
め
契
約
で
決
め
て
お
く
制
度
で

す
。
手
続
き
は
成
田
公
証
役
場
で
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

法
定
後
見
制
度

　
家
庭
裁
判
所
に
選
任
さ
れ
た
成
年
後

見
人
な
ど
が
本
人
を
支
援
す
る
制
度
で

す
。
判
断
能
力
の
程
度
や
本
人
の
事
情

に
応
じ
て
「
後
見
」「
保
佐
」「
補
助
」
の

3
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
本
人
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
保
護
・

支
援
が
必
要
と
な
る
か
を
判
断
し
て
選

任
す
る
た
め
、
親
族
の
ほ
か
、
法
律
・

福
祉
の
専
門
家（
弁
護
士
・
司
法
書
士
・

社
会
福
祉
士
な
ど
）が
選
ば
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
手
続
き
を
す
る
た
め
に
は
、
本
人
の

住
所
地
を
管
轄
す
る
家
庭
裁
判
所
で
申

し
立
て
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申

し
立
て
を
行
う
親
族
が
い
な
い
人
は
、

市
が
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

成
年
後
見
人
な
ど
の
役
割

　
成
年
後
見
人
な
ど
は
本
人
の
生
活
状

況
に
配
慮
し
な
が
ら
保
護
・
支
援
を
行

い
ま
す
。
し
か
し
、
成
年
後
見
人
な
ど

が
行
え
る
の
は
、
本
人
の
財
産
管
理
や

契
約
な
ど
の
法
律
行
為
に
関
す
る
も
の

に
限
ら
れ
ま
す
。
食
事
の
世
話
や
介
護

な
ど
は
職
務
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
成
年
後
見
人
な
ど
は
、
行
っ

た
事
務
に
関
し
て
家
庭
裁
判
所
に
報
告

す
る
な
ど
、
家
庭
裁
判
所
の
監
督
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

成
年
後
見
人
な
ど
へ
の
報
酬

　
成
年
後
見
人
な
ど
は
、
職
務
の
対
価

と
し
て
報
酬
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
報
酬
額
に
つ
い
て
は
家
庭
裁
判

所
が
決
定
し
、
本
人
の
財
産
か
ら
支
払

わ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
報

酬
を
支
払
う
こ
と
が
困
難
な
人
は
、
市

の
報
酬
助
成
制
度
を
利
用
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
、
任
意
後
見
制
度
に

つ
い
て
は
成
田
公
証
役
場（
☎
22
‐

1
0
3
5
）、
そ
の
ほ
か
に
つ
い
て

は
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎

20
‐
1
5
3
7
）へ
。

大
切
な
人
の
財
産
や
権
利
を
守
る

成
年
後
見
制
度

　福祉サービスの手続き、公共料金や家
賃などの支払いを自分自身で行うことに
不安がある人に対して、生活支援員が支
援を行います。
　また、通帳や印鑑などの管理が不安な
場合は、預かり保全します。
対象＝市内在住で、高齢者や知的障がい

者、精神障がい者などで判断能力が不
十分な人
年会費＝3,600円（財産保全は別途3,00 

0円）
利用料（1時間30分未満）＝1,000円（以降

は30分ごとに500円加算・交通費は別
途）
※くわしくは成田市社会福祉協議会（☎
27-7755）へ。

家
族
が
認
知
症
や
障
が
い
な
ど
に
よ
り
、
財
産
管
理
や
契
約
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
し
ま
す

か
。
本
人
に
代
わ
っ
て
財
産
や
権
利
を
保
護
す
る
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

金銭管理などをお手伝いします

日常生活自立支援事業
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「
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
を
大
切
に
」

市
民
の
ひ
ろ
ば

　
私
た
ち
「
中
台
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
」
は
、

1
年
生
2
人
、
2
年
生
11
人
の
計
13
人
で
、
平
日
の
放
課

後
と
休
日
に
学
校
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
練
習
は
、
素
振
り
や
ス
ト
ロ
ー
ク
な
ど
の
基
本
的
な
こ

と
か
ら
始
め
ま
す
。
次
に
サ
ー
ブ
や
ボ
レ
ー
な
ど
を
行
い
、

最
後
に
試
合
形
式
の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
部
の
魅
力
は
、
分
か
ら
な
い
こ
と
を
す
ぐ
に

仲
間
に
聞
け
る
「
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
」
で
す
。

こ
れ
は
こ
の
夏
に
引
退
し
た
先
輩
た
ち
が
作
り
上
げ
た
も

の
。
親
し
み
や
す
く
質
問
も
し
や
す
い
雰
囲
気
だ
っ
た
の

で
、
自
分
た
ち
も
後
輩
に
同
じ
よ
う
に
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
積
極
的
に
声
掛
け
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
部
員

は
、
こ
の
部
に
入
っ
て
か
ら
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
始
め
た
人

が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
こ
の
雰
囲
気
の
お
か
げ
で
、
ど
ん

な
時
で
も
楽
し
ん
で
取
り
組
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
生

や
外
部
か
ら
来
て
く
れ
て
い
る
コ
ー
チ
か
ら
も
的
確
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
え
る
の
も
こ
の
部
の
良
い
と
こ
ろ
で
す
。

サ
ー
ブ
が
苦
手
な
部
員
に
は
「
ボ
ー
ル
を
真
っ
す
ぐ
上
に

投
げ
よ
う
」
や
ボ
レ
ー
が
で
き
な
か
っ
た
ら
「
あ
と
一
歩

前
に
出
よ
う
」
な
ど
、
一
人
一
人
に
合
っ
た
細
か
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
ら
え
る
の
で
、
少
し
ず
つ
上
達
し
て
い
る
の

を
感
じ
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
部
の
良
い
雰
囲
気
を
大
切
に
、
9
月
に
行
わ
れ
る
印
旛

郡
市
の
大
会
で
の
一
勝
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

中
台
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

サーブを打ち込む

リターンエースを狙って

99
月月

271

ク
ラ
ブ
訪
問

　仮入部の時に部の雰囲気
が良くて、楽しそうと思い入
部しました。憧れの先輩たち
に近づけるように、みんなで
部を盛り上げていきたいです。

大
おお
木
き
�丞
ちぇん
凌
りん
�部長（2年生）
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やんちゃでいつもニコニコ 毎日元気
に育っています♥

山
やま

崎
ざき

 縁
えにし

くん

とっても優しいやんちゃガールです!

鈴
すず

木
き

 璃
り

央
お

ちゃん

朝起きた時が1番の笑顔 みんなお
はよう

越
えち

前
ぜん

 元
もと

葉
は

ちゃん

音楽好きが集う
　
私
た
ち
「
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
レ
ー

ネ
」
は
毎
週
水
曜
日
に
公
津
公
民
館
で
活
動
し
て
い

る
マ
ン
ド
リ
ン
と
ギ
タ
ー
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　
マ
ン
ド
リ
ン
は
、
イ
チ
ジ
ク
を
縦
に
割
っ
た
よ
う

な
形
を
し
た
弦
楽
器
で
す
。
高
音
の
か
わ
い
ら
し
い

音
色
が
特
徴
で
、
一
つ
の
音
を
素
早
く
反
復
さ
せ
る

「
ト
レ
モ
ロ
奏
法
」
が
代
表
的
な
演
奏
方
法
で
す
。

習
得
ま
で
に
練
習
は
必
要
で
す
が
、
ほ
か
の
弦
楽
器

と
比
べ
て
扱
い
や
す
く
、
熱
意
さ
え
あ
れ
ば
高
齢
で

も
始
め
ら
れ
る
の
が
魅
力
の
一
つ
。
私
た
ち
の
サ
ー

ク
ル
に
も
一
か
ら
始
め
た
メ
ン
バ
ー
が
多
く
在
籍
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
上
達
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
10
月
に
演
奏
会
を
開
催
し
て
い
て
、
そ
こ
で

の
発
表
を
大
き
な
目
標
と
し
、
日
々
の
練
習
の
ほ
か
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
演
奏
に
も
励
ん
で
い
ま
す
。
練
習
で

心
掛
け
て
い
る
の
は
、
と
に
か
く
楽
し
ん
で
演
奏
す

る
こ
と
で
す
。
良
い
演
奏
の
た
め
に
は
個
人
の
練
習

も
大
切
で
す
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
味
気
な
く
感
じ

る
こ
と
も
。
し
か
し
、
ギ
タ
ー
や
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
と

い
っ
た
、
ほ
か
の
弦
楽
器
の
音
色
も
加
わ
っ
た
合
奏

を
す
る
と
、
そ
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
美
し
さ
に
マ
ン
ド

リ
ン
の
楽
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
の
間
で
経
験
の
差
は
あ
り
ま
す
が
、
自

分
が
弾
け
る
と
こ
ろ
を
一
生
懸
命
弾
く
、
で
き
な
い

と
こ
ろ
は
仲
間
に
任
せ
た
っ
て
い
い
と
い
う
思
い
で

合
奏
に
取
り
組
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
楽

譜
の
解
釈
で
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
積
極
的
に

先
生
に
質
問
し
て
、
よ
り
良
い
曲
に
し
よ
う
と
一
人

一
人
が
曲
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

　
家
族
に
も
支
え
ら
れ
て
活
動
を
長
く
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
後
も
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
て
い
き
た

い
で
す
。

マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
レ
ー
ネ

「
楽
し
く
奏
で
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
」

息を合わせて合奏

リズムを感じながら

◦応募方法　 お子さんの写真・住所・氏名（ふりがな）・生年月日・性別、親の名前、電話番号、
30字以内のコメントを郵送またはEメールで広報課へ。専用フォームからも応募で
きます

◦応 募 先　〒286-8585　花崎町760　成田市役所広報課
　　　　　　koho@city.narita.chiba.jp（写真データはJPEGで容量1MB以上で送ってください）
◦問い合わせ先　広報課　☎20-1503

このコーナーには市内在住
で5歳までのお子さんの写
真を掲載しています。お気
に入りの1枚が撮れました
ら、ぜひお寄せください。

な
か
ま
と
一
緒

ス
ク
ス
ク
の
び
の
び

専用フォーム
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親子で協力しながら

磁石の世界を楽しむ
　実験を通して科学に親しんでもらおうと「親子科学実験教室」が中
央公民館で行われました。会場に集まった小学生と保護者は、磁石
の性質などについてクイズを通して学んだ後、クレーンゲーム機の製
作に挑戦。保護者と協力しながら、糸・ストロー・磁石を使ってクレー
ンを作り、磁石に付く性質のクリップやモールなどをつり上げて遊ぶ
姿が見られました。

元プロ選手から学んだ技術で
　市制施行70周年を記念して、本市の中学生選抜チーム
と友好都市である台湾・桃園市の中学生チームとの「野球
交流事業」が大谷津運動公園野球場で行われました。試合
の前には、元プロ野球選手の緒

お
方
がた

耕
こう

一
いち

さんと五
い が ら し

十嵐亮
りょう

太
た

さ

んを講師に迎えた野球教室を開催。ピッチングやバッティ
ングのこつのほか、試合で緊張した時の対処法などを教わ
りました。親善試合では教室で習ったことを生かし、白熱
したゲームを展開し交流を深めました。

台湾・桃園市との野球交流事業　 8/3

親子科学実験教室　 8/2

樹木に生息する昆虫を観察

命のつながりを学ぶ

1一球に集中して
2投球フォームを学ぶ
3両チームと講師がそろって

　昆虫や水生生物を観察し、自然への理解を深めてもらおうと「親
子自然観察会」が坂田ヶ池総合公園で行われました。公園内の茂み
や小川で、バッタやカエル、トカゲなどの採集に挑戦した子どもた
ち。珍しい生き物を見つけると、大興奮の様子で虫捕り網を振って
いました。捕まえた生き物を講師と一緒に観察し、食物連鎖などの
自然界の仕組みについて学びました。

親子自然観察会　 7/26

1

2

3

Machi ReportNarita

成田まちレポ！
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11人の団員が長崎を訪問
　戦争の悲惨さと平和の大切さを学ぶ中学生折り鶴平和使
節団が、長崎を訪問しました。今回は、7年ぶりに平和祈念
式典と全国の平和使節団が参加する青少年ピースフォーラ
ムに出席。市民の代表として千羽鶴を被爆地へ献納したほ

か、被爆者の生の声を聴き、被爆遺構の視察などを行いま
した。参加した中学生は「式典の中で微力であっても無力で
はないという言葉があった。私たちにもできることがある
と感じたので、それを探していきたい」と話していました。

中学生折り鶴平和使節団　 8/7～9

地区で受け継がれる伝統行事
　地区の鎮守として地域住民から親しまれている「寺台保目神社」の
祭礼が寺台地区で行われました。根木名川のほとりで宮司により執り
行われたのは、祭礼や地区の安全を願う神事。無病息災の願いを込
めた赤飯が振る舞われた後は、担ぎ手たちが力強く神

み
輿
こし

を揺らしな
がら地区を練り歩き、威勢の良い掛け声を5年ぶりに響かせていまし
た。

掛け声に合わせて

寺台保目神社祭礼　 7/26・27

1平和公園で千羽鶴を献納
2被爆者の講話を聴く
3平和祈念像の前で

「医療・福祉のまちづくり」の推進へ
　本市と岩渕薬品株式会社は、市民の健康づくりや子育て支援、国
家戦略特区の活用などのさまざまな分野において相互に連携し取り
組むことを定めた「包括連携協定」を締結しました。創業110年で培っ
た医療分野への専門的な知見や県内医療関係機関、県内企業との幅
広いネットワークを有する同社と連携することで、地域の一層の活性
化や市民サービスの向上につながる取り組みが期待されます。

協定書を手に

岩渕薬品との包括連携協定締結式　 8/2

1

2

3

SNSでつながろう
市では、イベント情報や緊急情報など、
皆さんの役に立つさまざまな情報をSNS
で配信しています。 成田市広報課Facebook成田市LINE 成田市広報課Instagram

＃なりたさんぽ
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暮
ら
し
●
お
知
ら
せ

の

Inform
ation

　
4
〜
8
月
に
私
立
幼
稚
園
に
支
払
っ

た
給
食
費
の
う
ち
、
主
食
以
外
の
お
か

ず
な
ど
の
副
食
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

対
象
＝
私
立
幼
稚
園
を
利
用
し
、
市
か

ら
「
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用

給
付
認
定
」
を
受
け
て
い
る
児
童
の

保
護
者
で
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は

ま
る
人

◦
生
活
保
護
受
給
世
帯

◦
令
和
5
年
度
市
民
税
所
得
割
額
が
7

万
7
、
1
0
1
円
未
満
の
世
帯

◦
小
学
3
年
生
以
下
の
子
ど
も
の
う
ち

第
3
子
以
降
の
子
ど
も
が
幼
稚
園
を

利
用
し
て
い
る
世
帯

◦
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
ま
た
は
里
親
に

委
託
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
が
幼
稚
園

を
利
用
し
て
い
る
世
帯

申
請
書
配
布
場
所
＝
各

幼
稚
園
、
保
育
課（
市

役
所
2
階
）、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

申
請
方
法
＝
9
月
30
日
㈪
ま
で
に
申
請

書
、
領
収
書
な
ど
の
必
要
書
類
、
印

鑑
を
持
っ
て
保
育
課
へ

※
く
わ
し
く
は
同
課（
☎
20
‐
1
6
0�

7
）へ
。

一
時
保
育
・

認
可
外
保
育
施
設

利
用
料
の
一
部
を
補
助

申
請
方
法
＝
9
月
15
日
㈰
〜
30
日
㈪

（
当
日
消
印
有
効
）に
申
請
書
と
必
要

書
類
を
直
接
ま
た
は
郵
送
で
保
育
課

（
〒
2
8
6
‐
8
5
8
5 

花
崎
町
7 

6 

0
）へ

一
時
保
育

対
象
＝
市
に
住
民
記
録
が
あ
り
、
保
育

園
な
ど
に
通
っ
て
い
な
い
未
就
学
児

の
保
護
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
当

て
は
ま
る
人

◦
生
活
保
護
受
給
世
帯

◦
市
民
税
非
課
税
世
帯

◦
市
民
税
所
得
割
額
が
7
万
7
、
1 

0  

1
円
未
満
の
世
帯

対
象
と
な
る
利
用
料
＝
7
〜
9
月
分
の

一
時
保
育
利
用
料

申
請
書
配
布
場
所
＝
保
育
課（
市
役
所

2
階
）

認
可
外
保
育
施
設

対
象
＝
市
に
住
民
記
録
が
あ
り
、
保
育

所
な
ど
の
入
所
基
準
を
満
た
し
た
未

就
学
児（
3
歳
に
な
る
日
以
降
の
最

初
の
3
月
31
日
ま
で
に
あ
る
子
）の

保
護
者

対
象
と
な
る
利
用
料
＝
国
の
指
導
監
督

基
準
を
満
た
し
た
認
可
外
保
育
施
設

（
市
外
を
含
む
。
た
だ
し
、
企
業
主
導

型
保
育
事
業
所
を
除
く
）に
支
払
っ

た
7
〜
9
月
分
の
利
用
料

申
請
書
配
布
場
所
＝
保

育
課
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

※
く
わ
し
く
は
同
課（
☎
20
‐
1
6
0�

7
）へ
。

児
童
扶
養
手
当

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
に
支
給

　
次
に
当
て
は
ま
る
子
ど
も（
18
歳
に

な
っ
た
後
の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
）

を
監
護
し
て
い
る
父
母
ま
た
は
父
母
に

代
わ
り
養
育
し
て
い
る
人
に
児
童
扶
養

手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

所
得
制
限
を
超
え
て
い
た
り
公
的
年
金

を
受
け
た
り
す
る
場
合
な
ど
は
、
手
当

を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

対
象
＝
父
母
が
離
婚
し
て
い
る
、
父
ま

た
は
母
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
、

母
が
未
婚
で
あ
る
な
ど

※
く
わ
し
く
は
子
育
て
支
援
課（
☎

20
‐
1
5
3
8
）へ
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

切
り
替
え
て
負
担
軽
減
を

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬

品
）は
、
新
薬
の
特
許
期
間
経
過
後
に

新
薬
と
同
じ
有
効
成
分
で
作
ら
れ
た
安

価
な
薬
で
す
。

　
市
で
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

関
す
る
差
額
通
知
を
9
月
下
旬
に
送
付

し
ま
す
。
こ
の
通
知
は
、
現
在
処
方
を

受
け
て
い
る
薬
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
に
切
り
替
え
た
場
合
、
自
己
負
担
額

が
ど
れ
く
ら
い
安
く
な
る
か
を
お
知
ら

せ
す
る
も
の
で
す
。
通
知
の
対
象
は
18

歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、

自
己
負
担
額
が
一
定
額
以
上
軽
減
で
き

る
と
見
込
ま
れ
る
人
で
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
切
り
替
え

る
際
は
、
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
、

検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　
通
知
を
希
望
し
な
い
人
は
、
9
月
5

日
㈭
ま
で
に
保
険
年
金
課（
☎
20
‐
1 

5
2
6
）へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
す

で
に
送
付
を
希
望
し
な
い
旨
の
連
絡
を

し
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

※
く
わ
し
く
は
同
課
へ
。

私
立
幼
稚
園
の
給
食
副
食
費

助
成
し
て
い
ま
す

市ホームページ

市ホームページ
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○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

い
施
設
で
す
。

　
下
水
道
な
ど
へ
油
な
ど
の
水
に
溶
け

な
い
物
や
調
理
く
ず
を
流
し
た
り
、
洗

剤
を
使
い
過
ぎ
た
り
し
な
い
な
ど
、
日

頃
か
ら
正
し
い
使
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

※
く
わ
し
く
は
下
水
道
課（
☎
20
‐
1�

5
5
3
）へ
。

景
観
法
・
景
観
条
例

調
和
の
と
れ
た
ま
ち
並
み
の
た
め
に

　
市
内
の
良
好
な
景
観
を
保
全
す
る
た

め
、
建
物
を
建
て
る
場
合
な
ど
は
景
観

へ
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
一
定
規
模
を
超
え
る
大
き
さ
の
建
物

の
新
築
や
改
築
な
ど
を
す
る
場
合
は
、

事
前
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

対
象
＝
高
さ
が
13
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

建
物
や
、
延
べ
面
積
が
1
、
0
0
0

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
建
物
の
建
築

行
為
・
色
彩
変
更
な
ど

※
景
観
形
成
重
点
地
区（
成
田
山
新
勝

寺
表
参
道
周
辺
地
区
）は
対
象
規
模

が
異
な
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
公
園

緑
地
課（
☎
20
‐
1
5
6
2
）へ
。

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針

2
カ
月
ご
と
に
伺
い
ま
す

　
水
道
の
使
用
量
は
、
市
か
ら
委
託
を

受
け
た
ヴ
ェ
オ
リ
ア
・
ジ
ェ
ネ
ッ
ツ
㈱

の
社
員
が
2
カ
月
ご
と
に
水
道
メ
ー

タ
ー
を
確
認
し
、
検
針
票
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

　
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
、
車
や

物
を
置
か
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
検

針
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
検
針
の
結
果
、
使
用
水
量
が
極
端
に

多
い
場
合
は
、
漏
水
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　
早
急
に
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

飼
料
用
米
な
ど
の
推
進

稲
作
農
家
の
皆
さ
ん
へ

　
食
生
活
の
変
化
や
人
口
減
少
、
高
齢

化
な
ど
に
よ
り
、
主
食
用
米
の
需
要
は

減
少
傾
向
に
あ
り
、
在
庫
が
増
え
る
と

米
価
の
下
落
を
招
き
ま
す
。

　
令
和
7
年
産
の
主
食
用
米
の
需
給
改

善
・
米
価
の
安
定
を
図
る
た
め
、
飼
料

用
米
や
加
工
用
米
な
ど
の
生
産
に
取
り

組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
な
お
、
生
産
に
は
国
や
県
か
ら
補
助

金
の
支
援
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
農
政
課（
☎
20
‐
1�

5�

4�

1
）へ
。

自
衛
官
募
集
相
談
員

4
人
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　
自
衛
官
募
集
相
談
員
は
任
期
2
年
で
、

安
定
し
た
入
隊
者
の
確
保
を
図
る
た
め

の
募
集
協
力
活
動
や
、
自
衛
隊
に
対
し

て
志
願
者
に
関
す
る
情
報
提
供
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
員
に
委
嘱
さ
れ
た
人
は
、
次
の

4
人
で
す（
敬
称
略
）。

　
羽は

生に
ゅ
う

田だ

浩ひ
ろ

明あ
き

、
小こ

山や
ま

昭あ
き
ら

、
勝か

つ

田た

健け
ん

司じ

、

堀ほ
り

正ま
さ

樹き

※
く
わ
し
く
は
自
衛
隊
成
田
地
域
事
務

所（
☎
22
‐
6
2
7
5
）へ
。

者
へ
連
絡
し
て
、
修
繕
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
水
道
部
業
務
課（
☎

22
‐
0
2
6
9
）へ
。

印
旛
沼
流
域
関
連

公
共
下
水
道
事
業
計
画

意
見
を
募
集
し
ま
す

　
市
で
は
、
印
旛
沼
流
域
関
連
公
共
下

水
道
事
業
計
画
の
変
更
案
を
公
表
し
、

意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

閲
覧
場
所
＝
下
水
道
課（
市
役
所
5
階
） 

意
見
の
提
出
方
法
＝
9
月
17
日
㈫（
必

着
）ま
で
に
、
閲
覧
場
所
に
あ
る
意
見

提
出
書
を
直
接
・
郵
送
・
F
A
X
・

E
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
下
水
道
課

（
〒
2
8
6
‐
8
5
8
5 

花
崎
町
7 

6 

0 

F
A
X
24
‐
4 

3
5 

4 

E
メ
ー

ルgesui@
city.narita.chiba.

jp

）へ

結
果
の
公
表
＝
市
の
考
え
と
併
せ
て
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載

※
く
わ
し
く
は
下
水
道
課（
☎
20
‐
1�

5
5
3
）へ
。

道
路
側
溝
の
清
掃

台
風
な
ど
の
大
雨
に
備
え
て

　
道
路
側
溝
や
集
水
桝ま

す

が
詰
ま
る
と
雨

水
な
ど
が
道
路
上
に
あ
ふ
れ
て
、
思
わ

ぬ
事
故
を
引
き
起
こ
す
場
合
が
あ
り
ま

す
。
台
風
な
ど
風
水
害
に
備
え
、
自
宅

周
辺
の
道
路
側
溝
や
集
水
桝
の
ふ
た
に

堆
積
し
た
落
ち
葉
な
ど
の
清
掃
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
清
掃
が

難
し
い
場
合
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
道
路
管
理
課（
☎
20
‐

1
5
5
1
）へ
。

公
共
下
水
道

農
業
集
落
排
水

正
し
い
使
用
を
心
掛
け
て

　
公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
は
、

川
や
海
な
ど
の
水
質
保
全
や
排
水
機
能

に
よ
る
災
害
対
策
の
た
め
に
欠
か
せ
な

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

選手を激励（3日）

8月1日㈭～15日㈭

市 長 日 誌
市長日誌は市ホームページでも
公開しています

1日 成田赤十字病院運営協議会

2日

岩渕薬品㈱包括連携協定締結
式

青少年問題協議会

民生委員・児童委員委嘱状伝
達交付式

3日 台湾・桃園市との野球交流事
業　野球教室・親善試合

4日 キッズタウンNARITA

6日
庁議

伝統芸能まつり実行委員会

8日 公設地方卸売市場運営審議会

9日 産業まつり実行委員会

11日 下総ふるさとふれあい納涼ま
つり

13日 全日本女子硬式クラブ野球選
手権大会表彰式

広報なりた 2024.9.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です広報なりた 2024.9.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です17



暮
ら
し
●
お
知
ら
せ

の

手
続
き
な
ど
の
説
明
を
行
い
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
学
務
課（
☎
20
‐
1�

5�

8�

1
）へ
。

行
政
相
談

気
軽
に
意
見
や
要
望
な
ど
を

　
市
で
は
、
毎
月
、
行
政
相
談
委
員
と

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
「
も
め
ご
と
・

な
や
み
ご
と
・
苦
情
相
談
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
秘
密
厳
守
で
応
じ
ま
す
の
で
、
気
軽

に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
日
程
な
ど
は
「
困
り
ご
と
・
悩
み
ご

と
相
談
室
」（
19
ペ
ー
ジ
）で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
市
民
協
働
課
市
民
相
談

室（
☎
20
‐
1
5
0
7
）へ
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

1
8
8

困
っ
た
時
の
相
談
窓
口

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
1
8
8
で
は
、

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
て
い
る
人
へ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
相
談
窓
口

を
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
「
悪
質
商
法
に
よ
る
被
害
に
遭
っ

た
」「
お
試
し
購
入
の
は
ず
が
定
期
購
入

契
約
に
な
っ
て
い
た
」
な
ど
の
消
費
者

小
規
模
特
認
校

豊
住
小
学
校
で
学
び
ま
せ
ん
か

　
小
規
模
特
認
校
と
は
、
地
域
の
特
性

を
生
か
し
た
活
動
や
特
色
あ
る
教
育
を

行
う
学
校
で
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す

こ
と
で
市
内
全
域
か
ら
入
学
・
転
入
学

が
で
き
ま
す
。

　
豊
住
小
学
校
で
は
次
の
よ
う
な
教
育

を
取
り
入
れ
、
さ
ら
な
る
活
性
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

◦
地
域
と
連
携
し
た
体
験
学
習
の
充
実

◦
外
国
人
英
語
講
師（
A
L
T
）を
活
用

し
た
英
語
教
育
の
充
実

◦
遠
隔
地
の
学
校
と
交
流
学
習
を
行
う

な
ど
の
I
C
T
教
育
の
推
進

入
学
・
転
入
学
を
希
望
す
る
場
合
は

　
学
務
課（
市
役
所
5
階
）へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
学
校
見
学
や
入
学
ま
で
の

ト
ラ
ブ
ル
や
「
家
の
無
料
点
検
を
受
け

た
ら
リ
フ
ォ
ー
ム
を
勧
め
ら
れ
た
」
な

ど
の
不
審
な
勧
誘
で
困
っ
て
い
た
ら
一

人
で
悩
ま
ず
に
、
1 

8
8
番
へ
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
商
工
振
興
企
業
立
地
課

（
☎
20
‐
1
6
2
2
）へ
。

#
9
1
1
0
の
活
用

市
民
生
活
の
安
全
に
関
す
る
相
談
を

　
警
察
で
は
、
安
全
で
安
心
な
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
、
県
警
本
部
や
警
察
署

に
総
合
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

電
話
で
相
談
す
る
場
合
は
、
警
察
相
談

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
＃
9
1
1
0
番
に
電
話

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
1
1
0
番
は
事
件
・
事
故
な

ど
、
緊
急
通
報
の
場
合
の
み
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
成
田
警
察
署（
☎
27
‐

0
1
1
0
）へ
。

夜
間
の
外
出

懐
中
電
灯
や
反
射
材
を
活
用
し
て

　
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
か
け
て
、
歩

行
中
・
自
転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
死

者
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
で
外
出
す

る
時
は
、
懐
中
電
灯
を
携
帯
し
た
り
、

光
を
反
射
す
る
テ
ー
プ
・
た
す
き
な
ど

を
身
に
着
け
た
り
し
て
、
交
通
事
故
か

ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

※
く
わ
し
く
は
交
通
防
犯
課（
☎
20
‐

1
5
2
7
）へ
。

屋
外
広
告
物

設
置
に
は
許
可
が
必
要
で
す

　
看
板
な
ど
の
屋
外
に
出
す
広
告
物
は
、

県
の
条
例
で
設
置
可
能
な
大
き
さ
の
基

準
な
ど
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
小
規
模

な
店
舗
の
看
板
な
ど
を
除
き
、
設
置
に

は
市
へ
の
許
可
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、

事
前
に
公
園
緑
地
課（
☎
20
‐
1
5
6 

2
）へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
老
朽
化
な
ど
に
よ
る
広
告
物

の
落
下
や
破
損
の
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
台
風
や
強
風
に
備
え
、
広
告
物
の
所

有
者
や
管
理
者
は
定
期
的
に
点
検
を
実

施
す
る
な
ど
、
適
正
に
管
理
し
て
く
だ

さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
公
園
緑
地
課
へ
。

不
動
産
の
会
場
公
売

差
し
押
さ
え
物
件
を
入
札
で

　
市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
で
差
し
押
さ

え
た
不
動
産
を
入
札
で
売
却
し
ま
す
。

日
時
＝
11
月
7
日
㈭ 

午
前
10
時
30
分

か
ら（
事
前
説
明
は
午
前
10
時
15
分

か
ら
）

会
場
＝
な
ご
み
の
米
屋 

ス
カ
イ
タ
ウ

ン
ホ
ー
ル

入
札
参
加
に
必
要
な
物
＝
公
売
保
証
金
、

印
鑑
、
買
受
適
格
証
明
書（
農
地
の

場
合
。
証
明
書
交
付
申
請
は
9
月
25

日
㈬
ま
で
）、
委
任
状（
代
理
人
が
入

札
す
る
場
合
）

代
金
納
付
期
限
＝
11
月
28
日
㈭ 

午
後

2
時
30
分

※
く
わ
し
く
は
納
税
課

（
☎
20
‐
1
5
1
9
）

ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
。

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

緑豊かな自然環境の豊住小学校

市ホームページ

広報なりた 2024.9.1広報なりた 2024.9.1 18



困りごと・悩みごと相談室

9月

一人で悩んでいないで相談してみませんか？
相談は無料で秘密は厳守されます。この機会に日頃感じている疑問や
悩みを相談してみてはいかがですか。

※期日中の12：00〜13：00は相談を実施していません。の相談日

＊1･対象は年長〜中学生とその保護者
＊2･対象は小中学生とその保護者

相談名 期日 時間 場所 問い合わせ先
市民生活相談（離婚・相続・
相隣関係・金銭貸借など） 月・金曜日 9：00～16：00 市役所2階市民相談室

※�各相談の受け付けは、終
了時間の30分前まで（午
前の受け付けは11時30
分まで）。予約制の相談は、
予約の時間までに来てく
ださい。税務相談と不動
産相談は、当日の午前9時
30分から市民協働課で整
理券を配布します。

市民協働課
☎20-1507
※�法人からの相談は受け
ません。内容や当日の混
雑状況によっては相談
を受けられない場合が
あります。弁護士法律
相談（同年度中に相談は
2回まで）の10月分の予
約は9月25日㈬午前8時
30分から受け付けます。

弁護士法律相談（予約制） 4日㈬・11日㈬・
18日㈬・29日㈰ 13：00～16：00

女性のための相談
（DV含む・予約制） 木曜日 10：00～16：00

税務相談 17日㈫ 10：00～15：00
不動産相談 17日㈫ 10：00～12：00
もめごと・なやみごと・
苦情相談（人権･行政相談） 24日㈫ 10：00～15：00

市民よろず相談 21日㈯ 13：00～16：00 保健福祉館
市民よろず相談室
内
うち
田
だ
さん☎91-5313

司法書士法律相談 18日㈬ 18：00～20：00 もりんぴあこうづ 千葉司法書士会佐倉支部
白
しら
井
い
さん☎043-488-4633

司法書士による電話相談 月・水・土曜日 月・水曜日14：00～17：00
土曜日10：00～15：00

電話相談のみ
（10120-971-438）

千葉司法書士会
☎043-246-2666

法務局登記手続案内
（相続・抵当権抹消など、予約制） 月～金曜日 9：00～16：00 電話案内のみ 法務局成田出張所

☎23-2313
土地家屋調査士登記相談

（土地境界・分筆・新築建
物登記など）

11日㈬ 9：00〜12：00 法務局成田出張所
千葉県土地家屋調査士
会印旛支部　内

うち
田
だ

さん☎
043-308-5290

住宅無料耐震相談（予約制） 21日㈯ 9：00～16：00 市役所5階501会議室 建築住宅課�☎20-1564
子育て中の人の職業相談 月～金曜日 8：30～17：00 市役所2階マザーズコーナー ハローワーク成田マザー

ズコーナー�☎20-0567
消費生活相談 月～金曜日 9：00～16：30 市役所3階消費生活センター 消費生活センター☎23-1161
事業承継に関する相談（予約制） 18日㈬ 10：00～16：00 商工会館2階相談室 商工会議所�☎22-2101
若者の就労相談（予約制） 月～金曜日 10：00～17：00 勤労会館 ちば北総地域若者サポート

ステーション�☎24-7880
社労士による年金相談 11日㈬・25日㈬ 10：00～15：00 市役所1階相談室 保険年金課�☎20-1547
交通事故相談（予約制） 3日㈫ 10：00～15：00 市役所2階相談室 交通防犯課�☎20-1527
障がい者相談 第4日曜日と

祝日を除く毎日
月～金曜日9：00～19：30
土・日曜日9：00～18：00 保健福祉館

ほっとすまいるセンター
☎27-1106

心配ごと相談 木曜日 13：00～16：00 保健福祉館 成田市社会福祉協議会
☎27-7755

くらしと就労相談 月～金曜日 8：30～17：15 商工会館1階 暮らしサポート成田
☎20-3399

家庭児童相談 月～金曜日 9：00～16：00 市役所2階こども家庭センター 子育て支援課�☎20-1538
就学相談（予約制）＊1 月～金曜日 9：00～17：00 教育センター 教育センター�☎20-2922
教育相談（予約制）＊2 火曜日 9：00～16：00 教育センター 教育センター�☎20-2922
不登校相談＊2 月～金曜日 9：00～17：00 ふれあいるーむ21 ふれあいるーむ21�

☎20-1414
学校教育全般・いじめ相談＊2 月～金曜日 9：00～17：00 教育指導課（市役所5階） 教育指導課�☎20-1582
スクールソーシャルワーカーへの相談＊2 月・火・木・金曜日 9：00～17：00 教育センター 教育センター�☎20-2922
教育相談（家庭教育・青少年教育） 月～金曜日 9：00～17：00 教育センター 教育相談室�☎22-5100
農地・農政相談（予約制） 4日㈬ 8：30～11：30 下総支所 農政課�☎20-154213：30～16：30 大栄支所
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著名人をかたった 
金融商品の勧誘詐欺に注意!

　SNSの広告で「100万円が1億円に増えた」という著名な
経済評論家による体験談が掲載されていたので興味を持

ち、メッセージアプリに登録しました。すると、この経済評論
家のアシスタントを名乗る人からメッセージが届き「海外株が
短期で値上がりするから購入しないか」という投資話を持ち掛
けられました。著名な経済評論家が言うことなら信用できると
思い、個人名義の口座に100万円を振り込みました。その後、
運用状況を確認すると1,000万円の利益が出ていたため資金
を引き出したいと申し出たところ、手数料として100万円、
運用している海外の株式市場に300万円の税金を支払わない
と出金できないと言われました。支払えないと言うと違約金は
200万円だと告げられました。これは詐欺でしょうか。

　SNS上には著名人の名前や画像を無断で掲載すること
で、消費者を信用させ、投資の勧誘を行う手口が多く見

られます。株やFX、暗号資産などの取引で個人名義の銀行口
座に振り込みさせることはありません。指定された口座が個人
名義の場合は詐欺であり、一度振り込んでしまったお金を取り
戻すことは困難ですので、絶対に振り込まないでください。
　広告が本物かどうか見分けがつかない場合は、著名人の公式

子どもたちがボールで遊べる公園は

　私の住んでいる家の近くの公園には、ボール遊びに関す
る注意喚起の看板が設置されています。こうした看板は

ほかの公園にも設置されていて、遊ぶのを我慢している子ども
が多いと思います。子どもたちが伸び伸びとボール遊びを楽し
める公園はありますか。

　市では、公園でのボール遊びについて、ほかの利用者に
迷惑が掛からない範囲での利用をお願いしています。

キャッチボールやサッカーのパス回しなど、周りの人に配慮し
た遊び方であれば、ボール遊びをしても問題ありません。
　現在、公津の杜公園の多目的広場と芝生広場では「もっとボー
ル遊びができる公園」事業を試行していて、柔らかいボールで
バットやラケットを使ったボール遊びができます。今後も対象
の公園を増やしていくことを検討しています。

※くわしくは公園緑地課（☎20-1562）へ。

サイトなどで投資に関する注意喚起が出ていないか確認するよ
うにしましょう。また、日本に住んでいる人を相手に、株や
FX、暗号資産などの取引をする業者は、金融庁への登録が必
要なため、同庁ホームページで登録の有無を確認することも有
効です。

　不安に思ったりトラブルになったりした場合は消費生活セン
ターに相談してください。

※くわしくは同センター（☎23-1161）へ。

Q

Q

A

A

このコーナーでは、これまで「市長への手紙」などを通じて寄せら
れた意見・要望のうち、問い合わせの多いものについて、市の取
り組みや考え方などを紹介します。

消費生活相談Q&A

掲示板

市長室からお答えしますA
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定期的に受診しましょう
　定期的に健康診査を受診することで、病気の予防・早期発見
につなげることができます。特定健康診査と後期高齢者健康診
査は高血圧、糖尿病、脂質異常症などで治療中の人も受けられ
ますが、一般健康診査は治療中の人は受けられません。
特定健康診査
　40〜74歳で国民健康保険に加入している人
後期高齢者健康診査
　受診日時点で後期高齢者医療保険に加入している人
一般健康診査
　18〜39歳で、職場などで健康診査を受ける機会がない人

　受診する際は「成田市成人健（検）診等受診券」を持参してくだ
さい。受診券を持っていない人は、事前に右記の担当課へ問い
合わせてください。
　健康診査と同じ日にがん検診も実施しています。がん検診の

日程は、広報なりた5月1日号で確認してください。12月27
日㈮まで、一定の要件を満たす人は市内実施医療機関で個別健

（検）診を受けることもできます。
　また、国民健康保険や後期高齢者医療保険に加入している人

※くわしくは、特定・後期高齢者健康診査と人間・脳ドック費
用助成については保険年金課（☎20-1526）、一般健康診査
とがん検診については健康増進課（☎27-1111）へ。

こんな時はどうなるの?

　会社員だった夫が60歳になり、定年退職しました。私は
55歳で、夫の扶養に入っていたのですが、国民年金の届

け出は必要ですか。

　保険年金課（市役所1階）または下総・大栄支所で「種別変
更」の届け出をしてください。

　20〜59歳の人は、国民年金に必ず加入することになってい
ます。加入者の種別は、第1号被保険者（学生、農業従事者、自

営業者、フリーター、無職の人など）、第2号被保険者（サラリー
マンなど）、第3号被保険者（サラリーマンなどの配偶者）の3種
類に分かれていて、種別が変わる時は届け出が必要です。
　今回の場合、配偶者が会社を退職したことにより、第3号被
保険者から第1号被保険者に変わるための手続きを行います。
　第1号被保険者になると、国民年金保険料は自分で納めるこ
とになります。納付には、便利で確実な口座振替や、まとめて
前払いすると割引される前納制度があるので利用してください。

※くわしくは保険年金課（☎20-1547）へ。

が、健康診査を受けずに人間ドッ
クや脳ドックを受ける場合に、費
用の一部を助成しています。対
象や助成額などは、広報なりた
5月1日号で確認してください。

国民年金

健康診査
示
板掲

健康診査の日程（集団）
期日 受付時間 会場

9月

4日㈬

午前9時〜10時30分

久住公民館
5日㈭ 公津公民館

18日㈬ 三里塚コミュニティ
センター20日㈮

27日㈮ 午前8時30分〜10時30分、
午後1時30分〜2時30分

保健福祉館

10月

8日㈫ 午前8時30分〜10時30分
16日㈬ 午前8時30分〜10時30分、

午後1時30分〜2時30分17日㈭
29日㈫ 午前9時〜10時30分 大栄公民館
30日㈬ 下総公民館

11月 2日㈯ 午前8時30分〜10時30分、
午後1時30分〜2時30分 保健福祉館

期日 受付時間 会場

11月

7日㈭ 午前9時〜10時30分 中郷ふるさと交流館
8日㈮ 豊住公民館

12日㈫ 午前8時30分〜10時30分、
午後1時30分〜2時30分

保健福祉館22日㈮ 午前8時30分〜10時30分
25日㈪ 午前8時30分〜10時30分、

午後1時30分〜2時30分29日㈮
30日㈯ 午前8時30分〜10時30分

12月

5日㈭ 午前9時〜10時30分 市役所6日㈮
13日㈮

午前8時30分〜10時30分 保健福祉館16日㈪
20日㈮

Q

A

がん検診
区分 受診者数 要精密検査数 がん発見数（疑い）

胃がん 3,031人 47人 5（1）人
大腸がん 9,796人 533人 19（3）人
肺がん 11,494人 370人 7（15）人
乳がん 3,939人 168人 9（1）人

子宮頸がん 4,097人 81人 2（7）人
合計（延べ） 32,357人

健康診査
区分 受診者数

18〜39歳 500人
40〜74歳 5,642人
75歳以上 3,218人

合計 9,360人

令和5年度健（検）診の結果
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マークが付いたものは、成田市制施行70周年記念事業として実施するイベントです
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催 物し
幅広い世代に愛され続ける
シルバニアファミリーミュージカル
日時＝11月9日㈯ 午前10時30分〜正

午、午後2時〜3時30分
会場＝なごみの米屋 スカイタウンホール
定員＝252人（先着順）
入場料（全席指定）＝2,500円（中学生以

下は1,500円。2歳未満は膝上鑑賞無
料）
入場券販売開始日時＝9月10日㈫ 午前

10時
入場券販売場所＝文化芸術センター事務

室（スカイタウン成田4階）、CNプレ
イガイド、セブン-イレブン・ファミ
リーマートのマルチコピー機

※文化芸術センター事務室（スカイタウ
ン成田4階）で購入する場合を除き席
を選ぶことはできません。くわしくは
同センター（☎20-1133、9月16日・
23日を除く月曜日、9月17日㈫・24
日㈫は休館）へ。
みんなを元気に
もりんぴあ歌声広場

　もりんぴあ合唱部による発表などを行
います。
日時＝9月16日（月・祝） 午後2時〜3時

30分
会場＝もりんぴあこうづ
定員＝185人（先着順）
入場料＝無料
※鑑賞を希望する人は当日直接会場へ。

くわしくは同館（☎27-5252）へ。
小中学生の力作を
印旛郡市理科作品展

　科学論文や標本などの優秀作品を展示
します。
日時＝9月12日㈭・13日㈮ 午後5時30

分〜7時30分（13日は午後1時〜3時）
会場＝印旛教育会館（寺台）
入場料＝無料
※鑑賞を希望する人は当日直接会場へ。

くわしくは白井市立七次台中学校・上
うえ

田
だ

さん（☎047-491-1275）へ。

成田空港周辺で
「空の日」・「空の旬間」記念事業
航空科学博物館
日時と内容
◦9月7日㈯・8日㈰ 午前10時〜午後5

時…航空ジャンク市（8日は午後4時ま
で）
◦9月23日（月・振休） 午前10時〜午後

4時…航空学校説明会、キャラクター
との写真撮影会など
入館料＝大人700円、中高生300円、子

ども（4歳以上）200円（23日は高校生
以下は無料）
成田空港第2旅客ターミナルビル2階国
際会議室
日時＝10月14日（月・祝） 午前10時〜

11時10分、午後1時30分〜3時15分
内容＝「安全・安心・快適な空の旅」を支

える航空管制官やパイロット、客室乗
務員などからそれぞれの仕事内容を学
ぶ
定員＝各30人（応募者多数は抽選）
参加費＝無料
申込方法＝9月5日㈭までにEメールで
参加者全員の住所・氏名（ふりがな）・
生年月日・電話番号・行事名・希望す
る時間を「空の日」・「空の旬間」記念事
業成田地区実行委員会事務局（cab-
nrt-chiikidaihyo@ki.mlit.go.jp）
へ

※くわしくは航空科学博物館の催しにつ
いては同館（☎0479-78-0557）、そ
のほかについては成田空港事務所（☎
32-6547）へ。
美しいハーモニーを披露
ファミリーコンサートin玉造
　バイオリンとハープのデュオや成田
フィルハーモニー管弦楽団による演奏、
地域のサークルによるゴスペルの発表が
楽しめます。美しい音色に耳を傾け、優
雅なひとときを過ごしてみませんか。
日時＝9月14日㈯ 午後2時〜4時
会場＝中央公民館
定員＝100人（先着順）
入場料＝無料
※鑑賞を希望する人は当日直接会場へ。

くわしくは中央公民館（☎27-5911、
第1月曜日は休館）へ。

本館・公津の杜分館は火〜金曜日は午
前9時30分〜午後7時（本館2階は午後
5時15分まで）、土・日曜日は午後5時
まで開館しています。

今�月の休館日＝2日㈪・9日㈪・17日㈫・24
日㈫・27日㈮（館内整理日）・30日㈪

※ 16日（月・祝）・23日（月・振休）は本館・
公津の杜分館・三里塚コミュニティセン
ター図書室のみ開館します（午前9時30分
〜午後5時）。

図書館

映画会
会場＝市立図書館本館
◦9月22日（日・祝）＝「息子」
　1991年・日本
※上映は午後2時から、定員は150人（先

着順）、入場は無料です。くわしくは市
立図書館（☎27-2000）へ。

測定局 �Lden

磯部 54.5

水掛 51.2

荒海 59.0

荒海橋本 60.0

飯岡 56.4

久住小 53.8

芦田（NAA）53.6

芦田 59.8

大生 56.6

赤荻 56.2

西和泉 62.1

東和泉 54.9

野毛平 57.0

小泉 54.5

堀之内 53.5

測定局 �Lden

猿山 41.2

滑川 54.9

新川 52.8

西大須賀 60.6

四谷 57.8

高倉 63.3

幡谷 52.9

内宿 49.0

土室（県） 66.7

土室（NAA）51.1

成毛 49.9

大室北 37.8

大室 52.8

大室（NAA）51.5

新田（NAA）51.7

新田 52.9

色文字は、騒防法第一種区域（基準値：･
Lden62デシベル以上）に設置された測定
局を示します。

※･航空機騒音評価指標のLdenは、時間帯補正
等価騒音レベルのことで、航空機騒音をエ
ネルギーとして加算し、夕方や夜間の値には
重み付けを行います。この
数値は速報値です。旧指
標であるWECPNLの速報
値は、市ホームページに掲
載しています。くわしくは
空港対策課（☎20-1521）へ。

令和6年7月分（単位：デシベル）
測定局 �Lden

竜台 52.3

北羽鳥 54.4

北羽鳥北部 53.0

長沼 53.8

押畑 47.3

馬場 50.8

遠山小 55.0

本三里塚 54.3

三里塚小 57.0

御料牧場
記念館

52.6

三里塚
グラウンド

61.5

本城 54.2

南三里塚 59.0

航空機騒音測定結果

市ホームページ
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みんなで考えよう
成田ニュータウンの新しい複合施設
日時＝①9月25日㈬ 午後6時〜7時30分

②9月28日㈯ 午前10時〜11時30分
③9月28日㈯ 午後1時〜2時30分
会場＝中央公民館
内容＝ニュータウン地区に整備を予定し

ている複合施設についてワークショッ
プ形式で話し合う
対象＝①市内在勤の人②市内在住で子育

て中の人③市内在住・在学の中学生・
高校生・専門学校生・大学生
定員＝各25人（応募者多数は抽選）
参加費＝無料
申込方法＝9月20日㈮ま

でに企画政策課（☎20-
1500）へ。専用フォー
ムからも申し込めます

※くわしくは同課へ。
受験者のための講習会も
危険物取扱者試験
危険物取扱者試験
期日＝11月23日（土・祝）
会場＝敬愛大学稲毛キャンパス（千葉市）
受験料＝甲種7,200円、乙種5,300円、

丙種4,200円
申込方法＝10月1日㈫〜15日㈫（当日

消印有効）の月〜金曜日（祝日を除く）
に、各消防署にある願書を直接または
郵送で消防試験研究センター千葉県支
部（〒260-0843 千葉
市中央区末広2-14-1）
へ。同センターホーム
ページからも申し込め
ます
受験者講習会
日時＝10月9日㈬ 午前9時30分〜午後

4時45分
会場＝志津コミュニティセンター（佐倉

市）
受講料＝3,700円（テキスト代は別途）
申込方法＝9月6日㈮までに予防課（市役

所地下1階）にある申込書と受講料を
同課へ

※くわしくは、試験については消防試験
研究センター千葉県支部（☎043-268-
0381）、講習会については予防課（☎
20-1591）へ。

住みやすいまちづくりのきっかけに
ちば自治会地域サミットin成田

　地域活動を活発にするためのヒントを
学べる講演や事例紹介などを行います。
日時＝10月26日㈯ 午前10時〜午後4

時30分
会場＝なごみの米屋 スカイタウンホール
定員と参加費＝120人（先着順）・無料
申込方法＝10月23日㈬までに電話また

はEメールで住所・氏
名・電話番号を市民協
働課（☎20-1507 Eメー
ルkyodo@city.narit 
a.chiba.jp）へ。専用
フォームからも申し込めます

※くわしくは同課へ。
掘り出し物が見つかるかも
リサイクル製品の販売
日時＝9月12日㈭〜15日㈰ 午前9時〜

午後4時
会場＝リサイクルプラザ
リサイクル製品＝自転車、家具類
価格（1点当たり）＝5,000円以内
対象＝市内在住で品物を持ち帰ることが

できる人（希望者には建物1階までの
運送を有料で行います）
申込方法＝運転免許証などの本人確認が

できる物を持って、リサイクルプラザ
にある申込用紙を提出
抽選日＝9月17日㈫（当選者にはがきで

通知）
※申し込みのなかった品物は17日午後

1時から即売します。くわしくはリサ
イクルプラザ（☎36-1000）へ。

男性の視点から考える
男女共同参画セミナー
日時＝10月20日㈰ 午後1時30分〜3時
会場＝赤坂ふれあいセンター
テーマ＝男女が毎日楽しく過ごす!多様

性を生かす「人の心のつかみ方」
講師＝大

おお
久
く

保
ぼ

雅
まさ

士
し

さん（メンタリスト）
定員＝50人（市内在住・在勤・在学の人

を優先に先着順）
参加費＝無料
申込方法＝10月16日㈬までに電話・F 

AX・Eメールのいずれかで住所、氏名、
電話番号、市外在住の人は市内在勤・
在学かどうか、託児（2歳〜未就学児）・
手話通訳の利用の有無を市民協働課

（☎20-1507 FAX24-1086 Eメール
kyodo@city.narita.chiba.jp）ヘ。専
用フォームからも申し
込めます。託児・手話
通訳の申し込みは10
月9日㈬までに市民協
働課へ

※くわしくは同課へ。
文化祭スポーツ大会
陸上競技

　日頃の練習の成果を発揮して、爽やか
な汗を流しませんか。
日時＝10月5日㈯ 午前9時45分から
会場＝重兵衛スポーツフィールド中台陸

上競技場
競技種目
◦小学生…100m・800m
◦中学男子、中学女子…100m・200m・

800m・1,500m
◦一般男子、一般女子…100m・1,500m
対象＝市内在住・在勤・在学の小学生以上
参加費＝500円（小中学生は300円。保

険料など）
申込方法＝9月24日㈫までにEメールで

住所・氏名・電話番号・競技種目を市
陸上競技協会（Eメールnaritarikkyou 
@outlook.jp）へ

※くわしくは市スポーツ協会（☎33-38 
11）へ。

募 集

期日＝9月1日㈰・7日㈯・8日㈰・
14日㈯〜16日（月・祝）・21日㈯〜
23日（月・振休）・28日㈯・29日㈰
区域と時間（14日・15日を除く）
◦JR成田駅〜薬師堂…午前11時〜

午後2時
◦薬師堂〜成田山門前（鍋店角）…

午前11時〜午後4時
※14日・15日の規制時間などは5

ページで確認してください。くわ
しくは成田市観光協会（☎22-21 
02）へ。

表参道の交通規制

専用フォーム

専用フォーム

消防試験研究センター
ホームページ

専用フォーム
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市役所・保育園・学校などで働きませんか

ジョブカフェちば・栄町と共同で
若年求職者就職活動相談会
日時＝10月25日㈮ 午後1時〜4時10分
（1人当たり30分程度）
会場＝市役所6階中会議室
内容＝仕事の探し方、応募書類の書き方

と面接対策など
対象＝求職中の15歳〜おおむね39歳の人
定員と参加費＝10人（先着順）・無料
申込方法＝電話またはEメールで住所・

氏名（ふりがな）・年齢・電話番号を商
工振興企業立地課（☎20-1622 Eメー
ルshoko@city.narita.chiba.jp）へ

※くわしくは同課へ。

本の魅力を感じる
図書館講座
日時＝10月5日㈯ 午後2時〜3時30分
会場＝市立図書館本館
テーマ＝さまざまな本 さまざまな旅
講師＝椎

しい
名
な

誠
まこと

さん（作家）
定員＝150人（先着順）
参加費＝無料
申込方法＝9月5日㈭か

ら市立図書館（☎27-2 
000）へ。同館ホーム
ページからも申し込め
ます

※くわしくは同館へ。

柔らかいボールで楽しめる
うなバレー大会
日時＝9月28日㈯ 午前9時30分〜午後

3時
会場＝久住体育館
チーム編成＝5〜8人（男女混合）
区分と対象
◦子どもの部…小学生以下
◦大人の部…中学生以上
参加費（1人当たり）＝300円（保険料）
※1人でも参加できます。申し込みは9
月18日㈬までに市スポーツ推進委員
連絡協議会事務局（スポーツ振興課・
☎20-1584）へ。

＊1･勤務日数は応相談　＊2･金額は職務経験年数に応じて決定　＊3･学生不可

応�募方法＝封筒に職種を書き、写真（6カ月以内に撮影した物）を貼った履歴書を直接または郵送で各応募先へ（学校サポート
教員は事前に学務課（☎20-1581）へ）
職種（募集人員）
勤務場所 応募資格 業務内容 勤務条件

（勤務時間には休憩を含む）
応募期間

応募・問い合わせ先など

一般事務員
（6人）
地域医療政策課

パソコン操作ができる人 データ入力、窓
口対応など

勤務期間＝11月1日〜1月31日
勤務日時＊1＝週2・3日程度（土・日曜日、祝

日を除く） 午前9時〜午後4時
時給*2＝1,100円〜1,130円

◦9月17日㈫（必着）まで（土・
日曜日、祝日を除く）

◦地域医療政策課（保健福祉
館 〒286-0017 赤坂1-3-
1）・☎27-1119）

　後日、面接日を通知します

一般事務員
（1人）
保育課

パソコン操作ができる人 データ入力、書
類整理など

勤務期間＝11月1日〜3月31日
勤務日時＝月〜金曜日（祝日を除く） 午前9

時〜午後5時
時給＊2＝1,100円〜1,130円（社会・雇用保

険加入）

◦9月30日㈪（当日消印有効）
まで（土・日曜日、祝日を除
く）

◦保育課（市役所2階 〒286-
8585 花崎町760）・☎20-
1607）

　後日、面接日を通知します

保育士
（クラス担任）
（8人程度）
市立保育園

保育士の資格を持つ人＊3 乳幼児の保育
など

勤務期間＝11月1日〜3月31日
勤務日時＝月〜金曜日と月1回の土曜日（祝

日を除く） 午前8時30分〜午後5時のシフ
ト制（時間外勤務あり）
時給＊2＝1,420円〜1,460円（勤務時間に応

じ社会・雇用保険加入）

◦9月30日㈪（当日消印有効）
まで（土・日曜日、祝日を除
く）

◦保育課（市役所2階 〒286-
8585 花崎町760）・☎20-
1607）

　後日、面接日を通知します

養護補助員
（3人）
大栄幼稚園

次のいずれかの免許・資格または
実務経験がある人＊3

◦幼稚園・小学校・中学校・高等
学校の教員免許、保育士・介護
福祉士・介護福祉士実務者研
修・介護職員初任者研修の資格

◦障害児入所施設・児童発達支援
センター・特別支援学校などで
の障害児支援・教育や児童支援
員の実務経験

日常的に支援
を必要とする
園児の介助

勤務期間＝10月1日〜3月31日
勤務日時＝月〜金曜日（祝日を除く。幼稚

園の長期休業期間は週1日程度） 午前8
時30分〜午後3時30分のうち5時間45分

（時間外勤務あり）
時給＊2＝1,280円〜1,330円（社会・雇用保険

加入と期末・勤勉手当あり）

◦9月13日㈮（必着）まで（土・
日曜日を除く）

◦保育課（市役所2階 〒286-
8585 花崎町760）・☎20-
1607

　後日、面接日を通知します

児童ホーム支援員
（若干名）
市内児童ホーム

18歳以上の人
留守家庭児童

（小学生）の育
成支援など

勤務期間＝10月1日〜3月31日
勤務日時＊1＝月〜土曜日（祝日を除く） 午後1

時30分〜7時のシフト制（土曜日、小学校
の休業日は午前7時30分から）
時給＊2＝放課後児童支援員の資格あり1,28 

0円〜1,330円、資格なし1,250円〜1,2 
90円（勤務時間に応じ社会・雇用保険加
入と期末・勤勉手当あり）

◦9月17日㈫（必着）まで（土・
日曜日、祝日を除く）

◦保育課（市役所2階 〒286-
8585 花崎町760）・☎20-
1607）

　後日、面接日を通知します

学校サポート教員
（若干名）
市立学校

幼稚園・小学校・中学校・高等学
校のいずれかの教員免許を持つ人

学習指導（算数・
数学・英語）や生
徒指導など

勤務期間＝10月1日〜3月31日（勤務開始日
は応相談）
勤務日時＊1＝週3〜5日（土・日曜日、祝日

を除く） 午前8時〜午後4時15分
時給＊2＝1,510円〜1,540円（社会・雇用保険

加入と期末・勤勉手当あり）

◦9月30日㈪まで（土・日曜
日、祝日を除く。募集人員
に達し次第受付終了）

◦学務課（市役所5階）

市立図書館
ホームページ
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簿記の基礎を習得
成田国際福祉専門学校開放講座
日時＝10月12日・26日、11月2日・9

日・16日の土曜日（全5回） 午前9時
20分〜午後4時
会場＝成田国際福祉専門学校（郷部）
内容＝簿記基礎概論、仕訳と転記、試算

表・精算表の作成などを学ぶ
対象＝市内在住・在勤・在学の18歳以

上の人
定員＝30人（先着順）
参加費＝1,000円（教材費）
申込方法＝9月20日㈮までに電話・FA 

X・Eメールのいずれかで住所・氏名（ふ
りがな）・年齢・電話番号を生涯学習
課（☎20-1583 FAX24-4326 Eメール
shogaku@city.narita.chiba.jp）へ

※くわしくは同課へ。
水環境や歴史を学ぶ
印旛沼バスツアー
日時＝10月8日㈫ 午前9時〜午後4時
集合場所＝市役所1階ロビー
見学先＝千葉用水総合管理所大和田機場
（八千代市）、印旛沼観光船（佐倉市）ほ
か
対象＝市内在住・在勤の人
定員＝20人（応募者多数は抽選）
参加費＝無料
申込方法＝9月17日㈫（必着）までに、

はがきまたはEメールで住所・氏名（ふ
りがな）・年齢・電話番号を、なりた
環境ネットワーク事務局（〒286-85 
85 花崎町760 Eメールkankei@ci 
ty.narita.chiba.jp）へ

※くわしくは同事務局（環境計画課・☎
20-1533）へ。
お弁当を華やかに
親子でウインナーの飾り切り教室
日時＝9月23日（月・振休） 午前10時30

分〜正午、午後1時30分〜3時
会場＝もりんぴあこうづ
対象＝4歳以上の人と保護者
定員＝各9組18人（先着順）
参加費＝無料
持ち物＝エプロン、マスク
※申し込みは9月4日㈬から同館（☎27-

5252）へ。

楽しみながら語学力が身に付く
中国語・韓国語入門講座

　講座を受講するには、成田市国際交流
協会の年会費1,000円（学生は500円）が
必要です。
　語学を身に付けて旅行などに役立てま
せんか。
時間＝午前11時30分〜午後0時30分
会場＝もりんぴあこうづ
定員＝各15人（応募者多

数は抽選）
申込方法＝成田市国際交

流協会（☎23-3231）へ。
専用フォームからも申
し込めます
中国語入門講座
期日＝10月21日、11月11日・18日、12

月2日・9日・16日、1月6日・20日、2
月3日・17日の月曜日（全10回）
参加費＝8,430円（教材費など）
韓国語入門講座
期日＝10月10日・24日、11月7日・21日、

12月12日・26日、1月9日・23日、2
月13日・27日の木曜日（全10回）
参加費＝7,300円（教材費など）
※くわしくは成田市国際交流協会へ。
火おこし名人になろう
サバイバルデイキャンプ

　木の枝や枯れ葉などの身近にある物を
使って火をおこし、安全に消火するまで
の流れを楽しみながら学びます。
日時＝10月14日（月・祝）（雨天時は19
日㈯） 午後1時〜4時
会場＝中郷ふるさと交流館
定員＝30人（先着順）
参加費＝無料
持ち物＝汚れてもよい服装、軍手、タオ

ル、飲み物
※小学生以下は保護者同伴で参加してく

ださい。申し込みは10月6日㈰まで
に中郷ふるさと交流館（☎33-4075、
9月16日・23日を除く月曜日、9月17
日㈫・24日㈫は休館）へ。

えほんとあそぼう
図書館のおはなし会
期日＝9月20日㈮
会場＝市立図書館本館
持ち物＝薄手のハンカチ
0・1歳のおはなしかい
時間＝午前11時〜11時30分
対象＝市内在住の0・1歳児と保護者
定員＝12組（初めての人を優先に先着順）
申込方法＝市立図書館
（☎27-2000）へ。同館
ホームページからも申
し込めます
2・3歳のおはなしかい
時間＝午前10時15分〜10時45分
対象＝市内在住の2・3歳児と保護者
定員＝15組（先着順）
※参加費は無料です。2・3歳のおはな

しかいへの参加を希望する人は当日直
接会場へ。くわしくは市立図書館へ。
テストセンター方式で実施
令和7年4月採用の市職員
募集職種＝一般行政上級（学芸員）
募集人員＝2名程度
受験資格＝平成元年4月2日以降に生ま

れ、次の全てに当てはまる人
◦博物館法に基づく学芸員の資格を持つ

人（令和7年3月末日までに取得見込み
の人を含む）
◦大学または大学院において文化財（考古

学）に関する専門課程を修了または令和
7年3月末日までに修了見込みの人で、
国内における文化財の発掘調査や保護
に関する専門知識・技術を有する人
試験案内の配布場所＝専

用ホームページ
申込方法＝9月10日㈫ま

でに同ホームページか
ら申し込む

※くわしくは人事課（☎20-1505）へ。

市立図書館
ホームページ

募 集

スマートフォンで読む「広報なりた」

専用アプリを無料でダウンロードできます。

スマートフォンで読む「広報なりた」

専用アプリを無料でダウンロードできます。

専用ホームページ

専用フォーム
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　このコーナーの会場は保健福祉館です。問い合わせは健康増進課（☎27-1111）へ。電話やＦＡＸ（27-1114）で健康に関する相談
なども受け付けています。相談は医師などの都合により日程を変更する場合があります。

保 健 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

10120-24-1130

成田市医療相談ほっとライン
専門の医療スタッフが、24時間年中無休、
無料で相談に応じます。

午後7時〜翌午前8時・年中無休
☎#8000

こども急病電話相談

赤坂1-3-1（保健福祉館敷地内）

※ 症状や年齢によって対応が難しい場合があ
ります。電話は受付時間の15分前から受け
付けていますので、事前に連絡してください。

急病診療所 ☎27-1116

受付日時 診療科目
毎日（休診日なし）
午後7時〜10時45分

内　科
小児科

日曜日、祝日、振替休日、8月13日
〜15日、12月29日〜1月3日
午前10時〜午後4時45分

内　科
小児科
外　科

祝日（日曜日を除く）、振替休日、8月
13日〜15日、12月29日〜1月3日
午前10時〜午後4時45分

歯　科

献血にご協力ください

日曜祝日診療機関
　都合により休診する場合があります。
来診前に電話で問い合わせてください。

成田病院（午前中・押畑・☎22-1500）
藤倉クリニック（第2・4日曜日の午前中・
幸町・☎22-1158）

聖マリア記念病院（取香・☎32-0711）
ひらの内科（日曜日の午前中・ウイング土
屋・☎23-8070）

なのはなクリニック（日曜日の午前中・吉
岡・☎49-0533）

成田国際空港クリニック（日曜日の午前中
と祝日・空港内・☎050-3196-5701）

施設名 行事名 期日 時間

子ども館（なかよしひ
ろば）
☎20-6300

誕生日手形・身体測定 毎日 午前9時〜正午、
午後1時30分〜4時30分

赤ちゃんあつまれ! 9月2日㈪ 午後1時50分〜2時30分
しゃぼん玉あそび 9月11日㈬ 午前10時〜11時
読み聞かせ 9月21日㈯ 午前11時〜11時30分

三里塚コミュニティ
センター（三里塚なか
よしひろば）
☎37-3922

誕生月の手形取り・
フォトスタジオ・
身体測定

毎日 午前9時〜正午、
午後1時30分〜4時30分

赤ちゃんタイム
9月6日㈮…生後6カ月
程度まで　
9月10日㈫…生後7〜11
カ月程度

午後1時30分〜2時50分

1歳タイム 9月12日㈭
午前10時45分〜正午キッズタイム 9月5日㈭…1歳6カ月程

度から
離乳食講座 9月19日㈭ 午後1時30分〜3時

秋祭り 9月26日㈭ 午前9時30分〜10時30分、
午前10時45分〜11時45分

公園で遊ぼう 9月27日㈮ 午前10時〜11時

もりんぴあこうづ（公
津の杜なかよしひろ
ば）
☎27-7300

Babyタイム 9月6日㈮・12日㈭・
30日㈪ 午後1時30分〜3時

おいで!1歳 9月13日㈮ 午前10時30分〜11時30分

お楽しみデー「お月見」 9月16日（月・祝） 午前10時30分〜11時、
午後4時〜4時30分

おそとひろば 9月19日㈭・26日㈭ 午前9時30分〜10時30分
子育て講座「オムツはずれ」9月20日㈮ 午前10時〜11時お誕生会 9月27日㈮

＊以外は予約制です。申し込みは健康増進課へ。

　市では、午前9時〜正午、午後1時30分〜4時30分に子ども館・三里塚コミュニティセ
ンター・もりんぴあこうづの一部を市内在住の乳幼児と保護者が自由に遊べる場「なかよし
ひろば」として開放しています（各施設の休館日を除く）。くわしくは各問い合わせ先へ。

【成田赤十字病院】
9月4日㈬ 午前10時〜11時、午後0時15
分〜4時30分
【イオンモール成田】
9月7日㈯・8日㈰・21日㈯・28日㈯・29
日㈰ 午前10時〜11時30分、午後1時〜4
時30分
【成田市役所】
9月20日㈮ 午前9時30分〜午後4時
※ 日程は変更になる場合があります。くわ

しくは千葉県赤十字血液センター千葉
港事業所推進課（☎043-241-8332）へ。

●母親学級（予約制）
内容＝妊娠・出産に関する話や個別相談な
ど
対象＝初めて妊娠した人
●パパママクラス（予約制）
内容＝赤ちゃん人形を使った育児体験と沐

もく

浴
よく

講座
対象＝初めて赤ちゃんが生まれる夫婦やそ
の家族

●パパママクッキング（予約制）
内容＝調理実習など
対象＝妊娠16〜27週頃の夫婦
※日時などくわしくは健康増進課へ。

なかよしひろばみんなおいでよ!

▼一般健康相談 期日 受付時間 相談を受ける人

こころの健康相談
（治療中の人を除く）

9月13日㈮ 午後1時15分〜
3時 カウンセラー・保健師

9月18日㈬ 午後1時15分〜
2時30分 精神科医師・保健師

▼乳幼児健診・相談 期日 受付時間 対象
赤ちゃん相談・4カ月 9月24日㈫ 午前9時〜

午後2時
令和6年5月生まれ

赤ちゃん相談・10カ月 9月25日㈬ 令和5年11月生まれ
1歳6カ月児健診＊ 9月 5日㈭ 午前9時〜

午後2時30分

令和5年2月生まれ
2歳児歯科健診 9月12日㈭ 令和4年2月生まれ
3歳児健診＊ 9月26日㈭ 令和3年3月生まれ
こころの発達相談 9月10日㈫ 午前9時〜11時 心理発達に心配のある乳幼児

離乳食相談 9月18日㈬ 午前9時10分〜
午後2時

生後4〜18カ月の乳幼
児の保護者



福祉と健康
Health and Welfare
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助産師が訪問します
こんにちは赤ちゃん事業

　市では、生後4カ月までの赤ちゃんが
いる家庭を対象に、助産師などが訪問し
子育てに関する不安や悩みに助言などを
行う「こんにちは赤ちゃん事業」を実施し
ています。出産のために一時的に市外へ
里帰りしている人も里帰り先で利用でき
る場合があります。
　赤ちゃんが生まれたら、母子健康手帳
別冊に付いている「赤ちゃんお誕生連絡
票」を直接または郵送で
子育て支援課（市役所2階 
〒286-8585 花崎町76 
0）へ提出してください。
ちば電子申請サービスか
らも提出できます。
※くわしくは同課（☎20-1538）へ。

ほほ笑みで心を健康に
笑医プロデューサー養成講座

　笑いが心に与える影響を学び、笑うこ
との大切さとストレス対処方法を伝える
笑
わら

医
い

プロデューサーになりませんか。
日時＝9月19日㈭ 午後1時〜4時
会場＝保健福祉館
内容＝笑いと心の健康の関係や物事を前

向きに捉えるポイントなどを理解し、
寸劇を交えて紹介する方法を学ぶ
対象＝受講後に、市内でグループでのボ

ランティア活動に参加できる人
定員＝20人（先着順）
参加費＝無料
※申し込みは9月13日㈮までに健康増

進課（☎27-1111）へ。
一定年齢の人に贈呈
敬老祝い金
　市では、9月15日時点で市内に1年以
上居住している88歳と100歳の人に敬
老祝い金を贈呈しています。対象者には
通知を送付しましたので、必要事項を書
いて返送してください。振り込みは10
月上旬以降の予定です。
贈呈額
◦88歳の人…3万円
◦100歳の人…8万円
※くわしくは高齢者福祉課（☎20-1537）

へ。

忘れずに更新を
指定難病受給者証

　指定難病受給者証を持っている人は
12月27日㈮までに更新手続きが必要で
す。更新されない場合、1月1日以降の
助成が受けられません。
※くわしくは印旛保健所（印旛健康福祉

センター・☎043-483-1135）へ。
国際医療福祉大学成田病院が開催
糖尿病教室

　生活習慣を見直すきっかけづくりとし
て、糖尿病ではない人や健康に関心のあ
る人も参加できます。
日時＝9月14日㈯ 午後1時〜3時
会場＝国際医療福祉大学成田病院
内容＝糖尿病の予防や治療、食事、運動

などについて医師・看護師・薬剤師・
管理栄養士・リハビリテーションス
タッフなどが解説する
講師＝竹

たけ
本
もと

稔
みのる

さん（同病院糖尿病・代謝・
内分泌内科部長）ほか
定員と参加費＝50人（先着順）・無料
※申し込みは同病院（☎35-5600）へ。
開催のお知らせ
地区敬老会

　各地区の敬老会が開催されます。対象
者には、会場などの詳細を案内はがきや
各地区の担当者による訪問でお知らせし
ます。
地区と開催日
◦公津…9月15日㈰
◦久住…9月16日（月・祝）
◦大利根…9月26日㈭
◦成田・玉造・大須賀…9月29日㈰
◦小御門…10月3日㈭
◦中台…10月5日㈯
◦中郷・加良部…10月6日㈰
◦遠山・橋賀台…10月13日㈰
◦昭栄…10月20日㈰
◦豊住…11日2日㈯
◦八生…11月9日㈯
※くわしくは成田市社会福祉協議会（☎

27-7755）へ。

歌に合わせて体を動かそう
なりたいきいき百歳体操体験会

　なりたいきいき百歳体操は、高齢者の
体力・居場所づくりを目的とした、椅子
に座りながら行う体操です。
　いつまでも元気で生活できるように、
始めてみませんか。
日時＝9月18日㈬、10月21日㈪、11月

19日㈫ 午後2時30分〜3時30分
会場＝保健福祉館
定員＝50人（先着順）
参加費＝無料
持ち物＝動きやすい服装、飲み物、タオ

ル
※参加を希望する人は当日直接会場へ。

くわしくは成田市社会福祉協議会（☎
27-7755）へ。
専門家から学ぶ
成田赤十字病院公開健康講座
日時＝9月28日㈯ 午後2時〜3時30分
会場＝富里中央公民館
テーマ＝緑内障について
講師＝白

しら
戸
と

勝
すぐる

さん（成田赤十字病院眼科
部長）
定員＝80人（先着順）
参加費＝無料
申込方法＝同病院社会課
（☎22-2311 内線750 
8）へ。同病院ホーム
ページからも申し込め
ます

※くわしくは同病院社会課へ。
いざという時に備えて
災害ボランティア養成講座
　災害ボランティアセンターの役割と活
動についての講義、簡易救助・応急手当
てなどのワークショップを行います。
　災害が発生した時に備えて、知識を深
めませんか。
日時＝9月28日㈯、10月5日㈯ 午前10

時〜午後4時
会場＝保健福祉館
定員＝各30人（市内在住の人を優先に先

着順）
参加費＝無料
※申し込みは9月25日㈬までにボランティ

アセンター（☎27-8010）へ。

成田赤十字病院
ホームページ

ちば電子申請
サービス



伝統を生かしたまちづくりが進む 20世紀から21世紀に移り変わる中、成田山表参道では電線の地中化工事が進められ、成田空港では2本目の滑走
路が整備されるなど、まちづくりがさらに発展していきました。

動公園）がオープン。5月26日に開催された開園式典では、
上空を旋回するパラグライダーから開園宣言文が投下され
る演出が取り入れられるなど、盛大に行われました。園内
には、さまざまなゲームが楽しめるゲームコーナーのほか、
演芸ステージやビンゴゲームなどが行われ、多くの来園者
でにぎわいました。
　平成2年から工事が進められてきた坂田ヶ池総合公園
は、平成11年4月に一部がオープン。坂田ヶ池の周辺に湿
生植物園や遊歩道、芝生広場などが整備され、水と緑に親
しめる憩いの場となりました。平成13年4月には、同公園
にキャンプ場がオープンし、豊かな自然を感じられる人気
スポットとなっています。
　また、平成12年4月には、さくらの山がオープン。成田
空港を離着陸する飛行機を見られる絶好のスポットとして
親しまれています。また、オープン当時から桜やツツジ、
アジサイなどが植えられ、季節の彩りも見どころとなって
います。

❶電線が地中化される前後の成田山表参道❷暫定平行滑走路の供用
が開始される❸平成14年3月のさくらの山❹盛大に行われたフレンド
リーパーク下総の開園式典

平成8年～15年の出来事
平成8年 5月 フレンドリーパーク下総がオープン
平成10年 4月 全国門前町サミットを開催

平成11年
4月 坂田ヶ池総合公園が一部オープン
11月 伊能歌舞伎が復活

平成12年 4月 さくらの山がオープン

平成13年
2月 成田山表参道の仲町地区で電線の地中

化工事が開始

4月 坂田ヶ池総合公園にキャンプ場がオー
プン

平成14年
4月 成田空港暫定平行滑走路を供用開始
7月 保健福祉館がオープン

平成15年 7月 囲護台踏切立体交差化トンネル（なか
よしトンネル）が開通

❸❸❷❷

❹❹
　大栄町の伊能地区で古くから伝承されてきた伊能歌
舞伎。昭和36年に千葉県の無形文化財に指定されまし
たが、娯楽の多様化や火災による衣装の消失などのた
め、昭和40年に上演が途絶えてしまい、千葉県の文化
財指定も解除されてしまいました。
　その後、伊能歌舞伎の復活を願う伊能地区の住民の
熱意と、伝統文化育成という大栄町の施策もあり、平
成8年9月から復活に向けて検討が開始され、平成10年
5月には伊能歌舞伎保存会が結成されました。そして、
保存会により準備が進められ、平成11年11月28日に大
栄町コミュニティプラザホール（現大栄公民館）で34年
ぶりに復活公演が行われました。

伝統の舞台を披露する

伊能歌舞伎が復活
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伝統を生かしたまちづくりが進む
シリーズ成田市70年⑦

成田山表参道で 
電線の地中化工事が始まる
　成田山表参道の伝統あるまち並みを保存するとともに、
快適な歩行者空間をつくるための事業が行われました。
　上町地区では、平成8年から参道沿いの建物を後退させ、
道を広げるセットバック事業を開始。
　仲町地区では、平成13年2月から電線の地中化工事が始
まりました。同年6月に完了し、すっきりした印象のまち
並みが披露されました。
　その後、上町地区・花崎町地区でも電線の地中化工事が
行われ、平成18年にはJR・京成成田駅参道口までの工事
が完了しました。

2本目の滑走路がオープン
　日本と韓国の共同開催となったサッカー・ワールドカッ
プの開幕を目前に控えた平成14年4月18日。成田空港に2

本目の滑走路がオープンしました。
　開港以来、運用されてきた4,000メートルの滑走路の
東側に平行して位置し、当初計画の2,500メートルより
も320メートル短い2,180メートルとなった暫定平行滑走
路。この供用開始により、年間発着枠が13万5,000回から
20万回になり、国内線を含めた乗り入れ航空会社が35カ
国1地域54社から39カ国2地域68社へと大幅に増加しまし
た。その後、平成21年に当初の計画通り、滑走路が2,500
メートルに延伸され、大型機や長距離便の就航が可能にな
りました。
　また、平成15年には成田国際空港株式会社法が成立し、
平成16年に成田国際空港株式会社が発足。これにより空
港名が「新東京国際空港」から「成田国際空港」に改められま
した。

幅広く利用できる公園の整備が進む
　平成8年に下総町で、フレンドリーパーク下総（下総運

❶❶
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理解を深め る貴重な体験
市制施行70周年を記念して、日本航空㈱の協力で アメリカへのツアー、Peach Aviation㈱の協力で
鹿児島県奄美大島へのツアーを行い、成田の子ど もたちが貴重な体験をしました。

奄美大島親子体験ツアー　
　市内在住の小学生と保護者14組28人が参加し、奄美大島の
豊かな自然と文化に触れました。雄大なマングローブ原生林を
進むカヤックの体験をはじめ、伝統の絹織物・大

おお
島
しま
紬
つむぎ
の制作見

学や、島に伝わる八月踊りでの交流といった貴重な経験を積み、
子どもたちは「一生の思い出に残る」と話していました。

ガイドと一緒に島固有の
植物を観察

うなりくんジェットと一緒に

地元の人と一緒に八月踊り 協力してパドルをこいで

大自然の中をカヤックで進む

7/30～8/1真夏の大冒険
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理解を深め る貴重な体験
市制施行70周年を記念して、日本航空㈱の協力で アメリカへのツアー、Peach Aviation㈱の協力で
鹿児島県奄美大島へのツアーを行い、成田の子ど もたちが貴重な体験をしました。

アメリカツアー　
　航空業界の魅力を紹介するこのツアーには、市内在住の高
校生36人が参加。エバレット工場では、飛行機の製造過程を
見学し、そのスケールの大きさに圧倒されました。そのほか
にも、現地で働く日本航空㈱の社員との交流や航空博物館の
見学などを通して、空の世界への理解を深めました。

子どもたちが空の旅で

NASAの宇宙船の展示も

巨大な飛行機が並ぶ航空博物館

塗装前の機体が並ぶ 現地で働く日本航空㈱の社員に質問

ボーイング社エバレット工場で

7/21～25ボーイング社エバレット工場に行く

広報なりた 2024.9.1　広報なりた 2024.9.1　31
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SEPTEMBER

2024

1	 2	 3	 4	 5	 6	 7	

8	 9	 10	 11	 12	 13	 14

15	 16	 17	 18	 19	 20	 21

22	 23	 24	 25	 26	 27	 28

29	 30	 10/1	 2	 3	 4	 5

日 月 火 水 木 金 土

離乳食相談（P26）
なりたいきいき百歳
体操体験会（P27）

離乳食講座（P26）
おそとひろば（P26）
笑医プロデューサー
養成講座（P27）

0・1歳のおはなしかい（P25）
2・3歳のおはなしかい（P25）
子育て講座「オムツは
ずれ」（P26）
献血（P26）

世界アルツハイマー
デー（P8）
読み聞かせ（P26）
献血（P26）

地区敬老会（P27） もりんぴあ歌声広場
（P22）
お楽しみデー「お月見」

（P26）

しゃぼん玉あそび
（P26）

献血（P26）

印旛郡市理科作品展
（P22）
リサイクル製品の販売

（P23）
1歳タイム（P26）

こころの健康相談
（P26）
おいで!1歳（P26）

救急の日（P10）

赤ちゃんあつまれ!
（P26）

自殺予防週間（P9）
こころの発達相談

（P26）

救急医療週間（P10）
献血（P26）

防災の日（P6）
「麒麟模様の馬を見た」
原画展（P8）
表参道の交通規制

（P23）

成田伝統芸能まつり
秋の陣（P5）
ファミリーコンサート
in玉造（P22）

キッズタイム（P26） 赤ちゃんタイム（P26）
Babyタイム（P26）

救急キャンペーン
（P10）
「空の日」・「空の旬間」
記念事業（P22）
献血（P26）

成田ニュータウンの新
しい複合施設（P23）

秋祭り（P26） 市制施行70周年記
念歌謡コンサート（午
後2時・国際文化会館）
公園で遊ぼう（P26）
お誕生会（P26）

親子でウインナーの
飾り切り教室（P25）

ミニSLの運行（午前1 
0時・栗山公園）

献血（P26）

成田楽市（午前8時・
卸売市場（天神峰））
うなバレー大会（P24）
献血（P26）
災害ボランティア養
成講座（P27）

振替休日

敬老の日

秋分の日

白露

　30ページに掲載している組み写真は見ていただけましたか。奄美
大島親子体験ツアーでは、参加者が地元の人々に教わりながら島唄
や八月踊りを体験しました。指笛が響き、地元のお菓子が振る舞わ

れるなど、島人ならではの盛り上がりの中、地元の人々と一緒に輪になって交
流できたことは、子どもたちにとって貴重な経験になったに違いありません。9
月14日㈯・15日㈰に開催される「成田伝統芸能まつり秋の陣」では、奄美の島唄
が披露されます。5ページの情報を確認して、会場でお楽しみください。

編集
後記

広報なりたは、グリーン購入法
に基づく基本方針の判断基準を
満たす用紙、誰にでも読みやす
いUD（ユニバーサルデザイン）
フォントを使用しています。

令和6年9月1日号／月2回　1日・15日発行／編集発行：成田市役所企画政策部広報課　〒286-8585･千葉県成田市花崎町760番地　電話0476-22-1111（大代表）

令和6年9月1日号　No.1514

＊･本紙は8月22日時点の情報を掲載しています。
最新情報は各ページの問い合わせ先や市ホーム
ページで確認してください

＊･休日窓口サービスは午前8時30分〜午後5時15
分。市民課（22日はマイナンバーカード関連業務
停止）・保険年金課・市民税課・資産税課・納税
課・子育て支援課の一部業務のみ
＊･QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です

https://www.city.
narita.chiba.jp

成田市のホームページ

 　人口 132,954人（−41）
 　男 66,263人（−22）
 　女 66,691人（−19）
 　世帯数 67,095世帯（−17）

市の人口
7月末日現在（　）内は前月比

23 振休
月

協力しながら

日時＝9月23日（月・振休）
会場＝もりんぴあこうづ
対象＝4歳以上の人と保護者
※詳細は25ページで確認してください。

親子でウインナーの飾り切り教室

28 土
迫力満点のスパイク
（うなバレー大会）


